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は
じ
め
に
　
　

　
本
論
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
政
治
統
合
を
果
た
し
た
一
三
―
一
四
世

紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
特
に
天
文
学
に
注
目
し

て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ

る
。

　
第
一
部
で
は
前
提
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
の
全
体
史
・
文
化

交
流
史
の
研
究
を
三
つ
の
世
代
に
大
別
す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
通

史
を
描
い
た
第
一
世
代
の
記
述
に
は
「
モ
ン
ゴ
ル
＝
野
蛮
」
の
定
式

が
通
奏
低
音
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
第
二
世
代
は
モ
ン

ゴ
ル
支
配
に
お
け
る
建
設
的
な
側
面
を
政
治
・
制
度
の
観
点
か
ら
明

ら
か
に
す
る
一
方
、
文
化
交
流
に
関
し
て
は
モ
ン
ゴ
ル
を
二
次
的
な

存
在
と
捉
え
て
い
た
。「
文
化
史
的
転
回
」
を
経
た
後
の
第
三
世
代

は
そ
う
し
た
認
識
を
大
き
く
覆
し
、
当
時
の
東
西
文
化
交
流
に
お
け

る
モ
ン
ゴ
ル
の
能
動
的
・
一
次
的
な
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
研
究
史
が
展
開
し
て
い
く
な
か
で
、文
化
交
流
に
お
い
て「
主

体
的
な
モ
ン
ゴ
ル
」
と
い
う
方
向
に
振
れ
た
針
を
―
―
現
在
ま
で
積

み
上
げ
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
―
―
も
う
一
度
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
方
向
へ
振
り
返
す
試
み
が
本
論
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
部
で
は
一
三
―
一
四
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
異

文
化
流
入
を
特
に
天
文
学
的
観
点
か
ら
理
解
す
る
鍵
と
し
て
「
翻
訳

と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（Translation-N

aturalization Paradigm

）」

　
報
告
三

　
天
文
学
か
ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
世
紀
―
一
四
世
紀

　
　
―
―
文
化
の
軸
と
し
て
の
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

　
　
　
　
　（
一
二
〇
一
―
一
二
七
四
年
）
―
―
　
　

　
諫
　
早
　
庸
　
一
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と
い
う
枠
組
み
を
提
案
す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
の
「
東
方
ユ
ー

ラ
シ
ア
（
１
）
」
は
、
異
文
化
交
流
の
盛
期
の
な
か
で
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が

機
能
し
な
い
特
異
な
時
代
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
当
時
の
西
方
ユ
ー
ラ

シ
ア
は
遅
く
と
も
九
世
紀
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
成
熟
期
に
あ
た
る
。
そ
れ
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、『
原
論
』

や
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
と
い
っ
た
数
学
・
天
文
学
テ
ク
ス
ト
を
「
再

述
」
し
、
そ
れ
ら
を
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
東
方
に
お
け
る
基
礎
教
本
と

し
た
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
（
一
二
〇
一

―
一
二
七
四
年
）で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
彼
は
、当
時
の
東
方
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
天
文
学
と
接
し
て
も
い
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
天
文
学
の
イ
ス

ラ
ー
ム
圏
の
文
化
へ
の
順
化
に
心
血
を
注
い
だ
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
し

か
し
、
東
方
の
天
文
学
の
順
化
に
は
ほ
ぼ
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
。

こ
の
時
代
の
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
東
方
の
天
文
学
に
対

し
て
は
「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
は
機
能
し
て
い
な
い
。

　
な
ぜ
そ
れ
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
規
模
で
人
的
・
物
的
・
思

想
的
交
流
が
起
こ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
、

東
西
天
文
学
の
交
流
は
こ
の
よ
う
に
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
の

か
。
そ
の
原
因
を
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
の

が
第
三
部
と
な
る
。
モ
ン
ゴ
ル
は
宮
廷
に
集
め
た
多
様
な
知
識
人
が

持
ち
合
わ
せ
た
天
文
知
を
統
合
・
融
合
し
て
何
ら
か
の
新
し
い
体
系

な
り
基
準
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

か
っ
た
。「
近
代
科
学
」
の
語
が
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
合
理
化
や
統

一
性
へ
の
理
念
は
こ
こ
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
宮

廷
／
軍
営
内
に
お
け
る
天
文
知
の
多
様
性
は
、
主
と
し
て
自
ら
の
政

策
決
定
の
際
の
貴
重
な
「
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
の
存
在
を
担

保
し
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
選
択
の
幅
や
差
異
が
統
合
・
融
合

以
上
に
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い

て
、
人
的
・
物
的
な
流
動
性
の
高
さ
は
、
知
の
統
合
度
の
高
さ
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
モ
ン
ゴ
ル
王
侯
の
歓
心
・
庇
護

を
得
る
た
め
、
例
え
ば
漢
人
や
ム
ス
リ
ム
の
天
文
学
者
た
ち
は
相
互

に
競
い
合
っ
た
。
こ
う
し
た
競
合
が
例
え
ば
史
上
の
名
暦
と
謳
わ
れ

た
『
授
時
暦
』
の
よ
う
な
成
果
を
生
む
。
こ
の
よ
う
な
、
天
文
学
か

ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
―
一
四
世
紀
の
実
相
を
、
こ
れ
ま
で
の

帝
国
史
研
究
の
知
見
を
大
い
に
活
用
し
な
が
ら
史
料
レ
ヴ
ェ
ル
で
実

証
す
る
試
み
が
本
論
で
あ
る
。

一
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
の
世
代
的
傾
向

　
ま
ず
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
の
流
れ
を
見
て
い
き
た
い
。
も
ち

ろ
ん
、
一
三
―
一
四
世
紀
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
統
合
し
た
こ
の
陸
上
帝

国
に
つ
い
て
は
史
料
も
テ
ー
マ
も
多
岐
に
わ
た
り
、
積
み
上
げ
ら
れ

た
研
究
の
数
々
は
安
易
な
ま
と
め
を
許
さ
な
い
（
２
）

。
そ
こ
で
、
特
に
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
の
全
体
像
を
描
い
た
研
究
と
、
本
論
が
天
文
学
と
い
う

文
化
・
科
学
要
素
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
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天
文
学
か
ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
世
紀
―
一
四
世
紀
（
諫
早
）

規
模
で
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
に
焦
点
を
当
て
る
。
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
の
全
体
像
を
描
い
た
最
初
期
の
人
物
と
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ン
・
ド
ー
ソ
ン
（
一
七
七
九
―
一
八
五
一
年
）
の
名
を
逸
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
外
交
官
で
あ
っ
た
彼
は
そ
の

語
学
力
を
利
用
し
て
主
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
ペ

ル
シ
ア
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
を
渉
猟
、
さ
ら
に
は
漢
語
史
料
の
欧

語
訳
を
利
用
し
て
初
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
通
史
で
あ
る
『
モ
ン
ゴ
ル
人

の
歴
史
』
を
上
梓
し
た
（
３
）

。
た
だ
し
ド
ー
ソ
ン
の
作
品
は
、
欧
米
列
強

の
世
界
進
出
期
に
あ
た
る
一
八
・
一
九
世
紀
に
お
い
て
帝
国
主
義
が

生
み
出
し
た
「
文
明
と
野
蛮
」
の
構
図
（
４
）
の
な
か
で
、
野
蛮
の
典
型
と

し
て
モ
ン
ゴ
ル
を
描
く
も
の
で
も
あ
っ
た
（
５
）
。

　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
の
第
一
世
代
で
あ
る
ド
ー
ソ
ン
か
ら
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
第
二
世
代
の
研
究
者
た
ち
の
間

に
は
、帝
国
史
の
主
要
史
料
に
対
す
る
多
く
の
原
典
研
究
が
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
記
さ
れ
た
「
史
上
初
の
世
界
史
（
６
）

」
で
あ
る
『
集

史
（Jām

īʿ al-Taw
ārīkh

』
の
研
究
と
し
て
は
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
カ
ト

ル
メ
ー
ル
（
一
七
八
二
―
一
八
五
七
年
（
７
）
）
や
イ
リ
ヤ
ー
・
ベ
レ
ジ
ン

（
一
八
一
八
―
一
八
九
六
年
（
８
）
）
が
そ
の
先
駆
け
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル

時
代
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
横
断
し
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
一
代
記
に
つ

い
て
も
ヘ
ン
リ
ー
・
ユ
ー
ル
（
一
八
二
〇
―
一
八
八
九
年
）
の
研
究

が
出
た
（
９
）
。
彼
ら
に
続
く
の
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
の
枠
に
留
ま
ら

な
い
文
献
学
者
で
あ
っ
た
ワ
シ
ー
リ
ィ
・
バ
ル
ト
リ
ド
（
一
八
六
九

―
一
九
三
〇
年（
（1
（

）
や
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
（
一
八
七
八
―
一
九
四
五

年（
（1
（

）
で
あ
る（
（1
（

。

　
こ
う
し
た
研
究
蓄
積
の
な
か
で
、
新
た
な
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
像

を
描
い
た
の
が
第
二
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
研
究
は

例
え
ば
本
田
實
信
（
一
九
二
三
―
一
九
九
九
年（
（1
（

）
や
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・

モ
ー
ガ
ン（
（1
（

の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
世
代
か
ら
の
通
史

の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
帝
国
の
政
治
や
制
度
と
い
っ
た
モ

ン
ゴ
ル
の
建
設
的
な
側
面
に
よ
り
光
を
当
て
た
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。
こ
う
し
た
研
究
は
「
モ
ン
ゴ
ル
＝
破
壊
者
」
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
の
刷
新
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
を
表
現
す
る

の
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
盛
期
に
擬
え
た
「
モ
ン
ゴ
ル
の
平
和
（Pax 

M
ongolica

）」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
主
と

し
て
こ
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
モ
ン
ゴ
ル
の
平

和
」
に
肯
定
的
な
立
場
を
と
る
研
究
者
た
ち
に
し
て
も
、
こ
の
世
代

に
と
っ
て
の
モ
ン
ゴ
ル
と
は
あ
く
ま
で
も
軍
事
力
や
そ
の
後
の
駅
伝

制
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
も
っ
て
「
平
和
」
を
現
出
し
た
存
在
で

あ
り
、
直
接
に
文
化
交
流
に
従
事
し
た
の
は
「
文
明
世
界
」
の
定
住

民
た
ち
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る（
（1
（

。

　
こ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
交
流
と
の
関
わ
り
に
大
き
く
踏
み
込

ん
だ
の
が
ト
ー
マ
ス
・
オ
ル
セ
ン
（
一
九
四
〇
―
二
〇
一
九
年
）
で

あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
と
漢
語
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
の
二
大
史

料
群
を
読
み
込
ん
で
帝
国
の
全
体
像
を
政
治
・
交
易
・
文
化
交
流
と



－  90  －－  91  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

い
う
多
角
的
な
観
点
か
ら
描
い
た
一
連
の
研
究
は
後
の
世
代
に
大
き

な
影
響
を
与
え（
（1
（

、
特
に
当
代
の
文
化
交
流
の
分
野
で
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
大
き
さ
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
に
お
け
る
「
文
化
史
的
転
回
」

と
も
表
現
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
主
著
『
モ
ン
ゴ
ル
期
ユ
ー
ラ
シ

ア
に
お
け
る
文
化
と
征
服
』
は
分
野
外
の
研
究
者
に
も
多
く
読
ま
れ

て
い
る
記
念
碑
的
研
究
で
あ
る（
（1
（

。
彼
の
文
化
交
流
史
研
究
の
大
き
な

特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
文
化
交
流
に
対
し
て
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
二

次
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
為
政
者
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
、
彼

ら
の
文
化
交
流
に
対
す
る
直
接
的
な
関
与
を
論
じ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
オ
ル
セ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
が
例
え
ば
彼
ら
が
以
前
よ
り
有
し
て
い

た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
信
仰
な
ど
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
支
配
地
の

多
様
な
信
仰
や
人
・
物
・
情
報
を
行
き
交
わ
せ
る
「
媒
介
（agency

）」

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。彼
の
作
品
の
な
か
で
モ
ン
ゴ
ル
は
、

文
化
交
流
の
一
次
的
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
描
か
れ
る
。

　
そ
の
後
の
第
三
世
代
は
今
ま
さ
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
を
牽
引

す
る
存
在
で
あ
り
、
杉
山
正
明（
（1
（

や
金
浩
東（
（1
（

、
ミ
ハ
ル
・
ビ
ラ
ン（
（2
（

と
い
っ

た
名
前
を
そ
の
一
角
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
も
す
れ
ば

オ
ル
セ
ン
以
上
に
ペ
ル
シ
ア
語
・
漢
語
の
双
方
を
知
悉
し
た
彼
ら
は

オ
ル
セ
ン
に
よ
る
文
化
交
流
に
モ
ン
ゴ
ル
の
能
動
的
な
役
割
を
見
る

認
識
を
受
け
継
ぎ
、
帝
国
の
連
帯
や
モ
ン
ゴ
ル
の
主
体
性
を
強
調
し

な
が
ら
全
体
像
を
描
い
て
い
る
。
特
に
日
本
に
お
い
て
は
杉
山
の
一

連
の
概
説
書
に
よ
っ
て
学
界
の
み
な
ら
ず
広
く
こ
の
世
代
の
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
史
研
究
の
知
見
が
広
め
ら
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
に
対
す
る

定
ま
っ
た
見
方
と
な
っ
て
い
る（
（2
（

。

　
そ
の
後
に
続
く
世
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
に
大
い
に
依
拠

し
つ
つ
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
る
。
そ

の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
研
究
史
の
流
れ
に
言
及
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
少
々
長
く
研
究
史
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
理
由
で

も
あ
る
。
特
に
そ
れ
を
世
代
別
に
提
示
し
た
の
は
、
不
断
の
史
料
状

況
の
進
展
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
個
々
の
時
代

に
特
有
の
「
空
気
」
を
反
映
し
て
も
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
世
代
の
研
究
が
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強

の
帝
国
主
義
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

第
二
世
代
は
地
域
史
の
伸
張
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
興
隆
期
に

重
な
り（
（2
（

、
第
三
世
代
の
研
究
は
国
民
国
家
お
よ
び
西
洋
中
心
主
義
の

枠
組
み
で
の
歴
史
観
の
克
服
が
叫
ば
れ
る
現
在
ま
で
の
潮
流
と
無
縁

で
は
な
い（
（2
（

。
第
三
世
代
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
主
体
性
の
主
張
は
、
既

存
の
文
明
史
観
の
克
服
に
大
き
な
素
材
を
提
供
し
て
き
た
事
実
が
あ

る
。
一
方
で
、
オ
ル
セ
ン
か
ら
の
文
化
交
流
史
の
流
れ
に
つ
い
て
は

最
新
の
帝
国
史
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
が
含
ま
れ
る
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア

史
研
究
入
門
』
に
重
要
な
記
述
が
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

　A
llsen [2009]

（
（2
（

は
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
、
遊
牧
民
は
文

化
的
交
流
の
媒
介
者
と
し
て
東
西
文
明
の
文
化
交
流
を
促
進
し
、
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天
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か
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見
た
ユ
ー
ラ
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ア
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三
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紀
―
一
四
世
紀
（
諫
早
）

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
文
化
的
情
報
セ
ン
タ
ー
と

し
て
機
能
し
た
と
す
る
。
総
論
と
し
て
は
興
味
深
い
が
、
遊
牧
民

を
再
評
価
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
は
た
し
た
役
割
を
重
視
し
す
ぎ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
時
代
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
規
模
で

ヒ
ト
・
資
源
・
文
化
の
移
動
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

帝
国
の
支
配
者
集
団
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
と
も
に
多
く
の
中
国

人
・
イ
ラ
ン
人
な
ど
が
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
遊
牧
民
を
含

む
多
民
族
国
家
と
し
て
の
遊
牧
国
家
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
導
入
さ
れ
た
文
明
社
会
の
様
々
な
要
素
は
、
モ

ン
ゴ
ル
の
文
化
的
基
準
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
と
い
う
よ
り
、
国
家

の
経
営
に
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か（

（2
（

。

　　
無
論
、「
モ
ン
ゴ
ル
」
と
い
う
語
を
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
問

題
は
あ
る
が
、
現
在
の
文
化
交
流
史
の
研
究
状
況
を
的
確
に
捉
え
た

言
葉
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
天
文
学
交
流
を
論
じ
る
本
論
に
お
い
て
は
、

第
三
世
代
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
主
体
性
・
能
動
性
を
強
調
・
重
視

す
る
立
場
を
見
直
す
意
味
で
、
以
下
の
二
点
の
問
題
を
提
起
し
、
議

論
を
進
め
た
い
。

　（一
）
モ
ン
ゴ
ル
の
主
体
性
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化

交
流
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
た
事
例
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
二
）
モ
ン
ゴ
ル
の
働
き
か
け
に
対
す
る
、
被
征
服
者
の
反
応
を
十

分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
彼
ら
の
相
互
作
用
を
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

二
　「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

　
　
　
　（T

ranslation-N
aturalization P

arad
igm

）」

　
先
の
二
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
帝
国
の
東
半
部
で
あ
る
東
方
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
数
学
・
天
文
学
の
交
流
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ

の
際
の
分
析
概
念
と
し
て
提
案
し
た
い
の
が
「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
（Translation-N

aturalization Paradigm

）」
で
あ
る
。
こ

の
概
念
を
、
異
文
化
を
自
文
化
に
取
り
入
れ
る
長
期
的
な
プ
ロ
セ
ス

の
な
か
に
典
型
的
に
見
え
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
初
期
の
翻
訳
と
そ

の
後
の
順
化
の
二
段
階
か
ら
な
る
（
た
だ
し
、
多
く
の
場
合
に
お
い

て
、こ
れ
ら
二
つ
の
段
階
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
）、と
定
義
し
た
い
。

東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
異
文
化
か
ら
の
複
数
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
を
「
訓
読
の
文
化

圏
」
と
し
て
描
い
た
金
文
京
は
以
下
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
の
中
国
へ
の
伝
来

は
、
中
国
に
と
っ
て
近
代
西
欧
文
明
の
衝
撃
を
受
け
る
以
前
に
お

け
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
の
後
の

中
国
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
は
か
り
し
れ
な
い
影
響
を
も
た
ら
し
た（

（2
（

。
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

　
金
が
言
及
す
る
二
つ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
仏
教
の

伝
来
と
西
洋
文
明
の
到
来
と
の
間
に
、
も
う
一
つ
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
想
像
以
上

に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
が
主
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
（
一
二
〇
六
―
一
三
六
八
年
）
と
明

代
（
一
三
六
八
―
一
六
四
四
年
）
に
あ
た
る
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
文
化

の
伝
達
で
あ
る
。
天
文
学
の
み
に
論
点
を
絞
っ
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
時
代
は
西
域
か
ら
相
当
な
数
の
天
文
学
者
が
移
住
し
て
き
た
と
見

ら
れ
、
そ
の
な
か
に
は
イ
ー
サ
ー
・
ケ
レ
メ
チ
（
一
二
二
七
頃
―

一
三
〇
八
年（

（2
（

）
や
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
一
二
八
九
年
頃

没（
（2
（

）
の
よ
う
に
宮
廷
で
高
位
を
得
る
者
た
ち
も
現
れ
た
。
さ
ら
に
、

天
文
学
者
の
活
動
は
回
回
司
天
台
の
よ
う
な
西
方
天
文
学
の
た
め
の

機
関
の
設
立
に
よ
っ
て
恒
常
的
な
も
の
と
な
り（

（2
（

、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の

宗
教
暦
で
あ
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
も
領
内
に
頒
布
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
明
代
に

漢
訳
さ
れ
た
『
天
文
書
』
や
『
回
回
暦
』
の
原
書
が
―
―
お
そ
ら
く

は
ペ
ル
シ
ア
語
か
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ま
ま
で
―
―
編
纂
さ
れ
た
の
も
こ

の
時
期
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　
し
か
し
、先
述
の
「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
に
照
ら
せ
ば
、

こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
文
化
の
伝
達
が
こ
と
天
文
学
に
関
し
て
、
そ

れ
以
前
の
仏
教
の
伝
来
や
そ
れ
以
後
の
西
洋
文
明
の
到
来
と
は
性
質

の
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
他
二
つ
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
前
者
に
お
い
て
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
や
中
央
ア
ジ
ア
諸
語
か
ら
の
翻
訳
か
ら（

（3
（

、
後
者
に
関
し
て
は
欧

語
か
ら
の
翻
訳
が（
（3
（

、
異
文
化
に
お
け
る
天
文
学
の
導
入
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
そ
の
後
に
こ
の
地
の
学
者
た
ち
が
そ
れ
ら
を
自
ら
の

学
術
伝
統
の
な
か
に
組
み
込
ん
で
い
く
順
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
続
く（

（3
（

。

従
っ
て
、「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
、
こ
の
二
つ
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
時
期
に
お
い
て
は
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

し
、
セ
カ
ン
ド
・
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
文
化
伝
達

の
時
期
に
関
し
て
は
、
そ
の
流
入
期
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
関
し

て
は
現
在
に
至
る
ま
で
翻
訳
文
献
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず（

（3
（

、
そ
の
種
の

翻
訳
事
業
は
よ
う
や
く
後
半
期
に
当
た
る
明
代
の
初
期
に
為
さ
れ

る（
（3
（

。
つ
ま
り
、
端
的
に
言
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
あ
た
る
十
三
世

紀
か
ら
十
四
世
紀
中
葉
に
か
け
て
は「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

が
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
の
問
い
を
追
う
こ
と
が
、

こ
の
時
代
の
天
文
学
交
流
の
実
相
の
解
明
に
つ
な
が
る
。

　
こ
の
時
代
の
天
文
学
交
流
を
め
ぐ
る
特
異
性
は
さ
ら
に
、
当
時
の

西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
よ
り
際
立
っ
た
も
の
と
な

る
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た
っ
て
「
翻
訳
と
順
化
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
は
そ
の
成
熟
期
で
あ
っ

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
順
化
（naturalization

）」
と
い
う
タ
ー
ム
自

体
が
、
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
、
主
に
ギ
リ
シ
ア
語
で
著
さ
れ

た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
ま
で
の
学
知
が
―
―
シ
リ
ア
語
な
ど
を
媒
介
と
し

つ
つ
―
―
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
へ
と
翻
訳
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
文

化
を
成
熟
さ
せ
た
、ア
ッ
バ
ー
ス
朝
翻
訳
運
動
（
主
に
九
―
十
世
紀
）

に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
科
学
史
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
ア
ブ
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ド
ゥ
ル
ハ
ミ
ド
・
サ
ブ
ラ
が
適
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
（3
（

。
彼
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
語
古
典
科
学
テ
ク
ス
ト
受
容
の
様

相
を
、そ
の
学
知
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、イ
ス
ラ
ー

ム
圏
の
学
者
た
ち
が
自
ら
の
う
ち
に
読
み
替
え
「
順
化
」
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
だ
と
表
現
し
た（

（3
（

。
そ
し
て
翻
訳
運
動
に
よ
っ
て
移
入
さ
れ

た
学
知
の
順
化
を
、
特
に
数
学
・
天
文
学
の
分
野
に
お
い
て
完
成
の

域
に
ま
で
高
め
た
の
が
次
の
節
で
扱
う
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
（
一
二
〇
一
―
一
二
七
四
年
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
　
文
化
の
軸
と
し
て
の
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・

　
　
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

　
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ブ
ン
・
ア
ル
ハ
サ
ン
・
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー

ス
ィ
ー
、「
人
類
の
師
（ustād-i bashar

）」
や
「
第
三
の
師
（al-

m
uʿallim

 al-thālith

）」（
（3
（

と
呼
ば
れ
た
彼
の
業
績
は
多
岐
に
亘
る
。

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
一
五
〇
以
上
の
論
考
・
書
簡
が
存
在
し
、
そ

の
分
野
は
哲
学
・
数
学
・
天
文
学
・
神
学
・
論
理
学
・
倫
理
学
な
ど

非
常
に
幅
広
い
。
ま
た
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
で
著
さ
れ
た
詩

も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
哲
学
に
関
し
て
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
イ

ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
（
九
八
〇
―
一
〇
三
七
年
）
以
降
の
イ
ス
ラ
ー

ム
圏
「
最
大
の
哲
学
者
」
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、『
示
唆
と
助
言

（Ishārāt w
a Tanbīhāt

）』
の
注
釈
な
ど
を
通
じ
て
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー

ナ
ー
の
哲
学
を
復
興
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
東
方
に
お
い
て
そ
の
伝

統
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
彼
以
降
、
哲
学
は
神

学
や
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
も
そ
の
境
界
を
曖
昧
に
し
て
い
く
。
ト
ゥ
ー

ス
ィ
ー
は
こ
れ
ら
三
者
の
融
合
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
人
物
で
あ

る
。
神
学
に
関
し
て
も
彼
は
、
シ
ー
ア
派
の
最
大
宗
派
で
あ
る
十
二

イ
マ
ー
ム
派
神
学
の
完
成
者
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
そ
の
神
学

書
『
教
義
の
要
約
（Tajrīd al-Iʿtiqād

）』
は
こ
の
派
の
神
学
の
最
も

基
本
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
現
在
ま
で
非
常
に
多
く
の
注
釈
書
が

書
か
れ
て
い
る（

（4
（

。
論
理
学
の
分
野
で
も
、
そ
の
分
野
の
主
著
『
学
習

の
基
礎
（Asās al-Iqtibās

）』
は
そ
れ
以
前
の
論
理
学
の
主
要
作
品

の
議
論
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
こ
の
分
野
に
お
け
る
最
重

要
書
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。倫
理
学
の
分
野
で
は
彼
の『
ナ
ー

ス
ィ
ル
の
倫
理
学
（Akhlāq-i N

āṣirī

）』
は
こ
の
分
野
で
最
も
知
ら

れ
た
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
成
立
後
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
非
常

に
広
く
読
ま
れ
た（

（4
（

。

　
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
天
文
学
書
『
構
造
論
覚
書
（al-Tadhkira fī 

ʿIlm
 al-H

ayʾa

）』
を
精
査
し
た
ジ
ャ
ミ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ェ
プ
は
、

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
が
「
古
代
の
学
（ʿulūm

 al-aw
āʾil

）」
と
呼
ば
れ
る

イ
ス
ラ
ー
ム
教
勃
興
以
前
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
に
体
系
化
さ
れ
た
学
知

を
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
文
脈
に
埋
め
込
み
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
傾
注
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（

（4
（

。
そ

の
意
味
で
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
、
キ
ン
デ
ィ
ー
（
八
〇
一
頃
―
八
六
六

年
頃
）
や
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
系
譜
に
連
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な
る
、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
態
度
」
を
持
っ
た
学
者
で
あ
っ
た（
（4
（

。
そ
し

て
数
学
・
天
文
学
も
ま
た
、
彼
が
重
視
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
学
知
の

な
か
の
一
つ
で
あ
る
。

　
彼
の
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
功
績
は
ま
ず
、
先
述
の
ア
ッ
バ
ー

ス
朝
翻
訳
運
動
期
に
お
い
て
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
さ
れ
た
こ
の
分
野
の
諸

テ
ク
ス
ト
を
同
じ
く
ア
ラ
ビ
ア
語
に
て
「
再
述
（taḥrīr

）」
し
、
広

く
普
及
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
が
「
再
述
」
し
た
の
は
、
一
三
世

紀
に
お
い
て
も
数
学
・
天
文
学
の
分
野
の
最
重
要
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ

た
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
『
原
論
（al-U

ṣūl

））』
お
よ
び
プ
ト
レ
マ
イ

オ
ス
（
八
三
頃
―
一
六
八
年
頃
）『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
（al-M

ajisṭī

）』

と
、
そ
の
「
あ
い
だ
」
に
学
ぶ
べ
き
と
さ
れ
た
「
中
間
諸
学
（al-

M
utaw

assiṭāt

）」と
一
ま
と
め
に
呼
ば
れ
る
論
考
群
で
あ
っ
た
。「
中

間
諸
学
」
に
は
、
前
二
者
の
他
の
論
考
に
加
え
て
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス

（
紀
元
前
一
六
〇
頃
―
紀
元
前
一
〇
〇
年
頃
）、
ア
ウ
ト
リ
ュ
コ
ス

（
紀
元
前
三
六
〇
頃
―
紀
元
前
二
九
〇
年
頃
）、
メ
ネ
ラ
オ
ス
（
七
〇

―
一
四
〇
年
）、
ヒ
ュ
プ
シ
ク
レ
ス
（
紀
元
前
一
九
〇
頃
―
紀
元
前

一
二
〇
年
頃
）、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
（
紀
元
前
二
八
七
年
―
紀
元
前

二
一
二
年
）と
い
っ
た
ギ
リ
シ
ア
語
著
述
家
た
ち
の
論
考
が
含
ま
れ
、

そ
の
他
に
も
、
サ
ー
ビ
ト
・
ブ
ン
・
ク
ッ
ラ
（
八
三
六
頃
―
九
〇
一

年
頃
）
や
バ
ヌ
ー
・
ム
ー
サ
ー
三
兄
弟
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
学
者
た

ち
の
著
し
た
も
の
に
加
え
て
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
自
ら
の
書
き
下
ろ
し

論
考
も
含
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
ギ
リ
シ
ア
語
著
述
家
た
ち
の
論
考
に
関

し
て
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
・
マ
ン
ス
ー
ル
の
治
世
（
七
五
四

―
七
七
五
年
）か
ら
始
ま
る
翻
訳
活
動
期
に
活
躍
し
た
イ
ス
ハ
ー
ク
・

ブ
ン
・
フ
ナ
イ
ン
（
八
三
〇
頃
―
九
一
〇
／
一
一
年
頃
）、ク
ス
タ
ー
・

ブ
ン
・
ル
ー
カ
ー
（
八
二
〇
―
九
一
二
年
）
と
い
っ
た
翻
訳
家
た
ち

の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
や
、
サ
ー
ビ
ト
・
ブ
ン
・
ク
ッ
ラ
や
キ
ン
デ
ィ
ー

と
い
っ
た
そ
の
時
代
の
学
者
た
ち
の
改
訂
版
を
利
用
し
て
い
る
の
に

加
え
て
、
後
代
一
一
世
紀
に
活
躍
し
た
ナ
サ
ウ
ィ
ー
（
一
〇
〇
二
／

〇
三
年
頃
生
）
に
よ
る
注
釈
も
参
照
し
て
い
る
。

　
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
自
ら
が
彼
の
「
再
述
」
の
中
身
や
目
的
を
直
接
に

論
じ
た
箇
所
は
実
に
少
な
い
が
、
彼
の
「
再
述
」
に
つ
い
て
専
論
を

物
し
た
ホ
セ
イ
ン
・
マ
ア
ス
ー
ミ
ー
・
ハ
メ
ダ
ー
ニ
ー
は
、
ト
ゥ
ー

ス
ィ
ー
が
「
再
述
」
の
中
身
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
と
し
て
『
ア

ル
キ
メ
デ
ス
・
球
と
円
柱
に
つ
い
て
再
述
（Taḥrīr K

itāb al-K
ura 

w
a al-U

sṭuw
āna li-Arshim

īdis

）』
の
序
文
の
以
下
の
記
述
を
挙
げ

て
い
る
。

私
は
そ
の
書
を
順
序
通
り
に
「
再
述
」
し（

（4
（

、
そ
の
意
味
内
容
を
要

約
し
、
幾
何
学
の
諸
原
理（

（4
（

に
よ
っ
て
の
み
証
明
さ
れ
る
諸
前
提
を

解
説
し
、
そ
れ
に
必
要
な
補
助
定
理
を
加
え（

（4
（

、
注
釈
者
エ
ウ
ト
キ

オ
ス
（
四
八
〇
頃
―
五
四
〇
年
頃
）
が
も
た
ら
し
た
―
―
あ
る
い

は
こ
の
技
芸
の
徒
の
他
の
書
物
か
ら
私
が
得
た
―
―
難
し
い
部
分

へ
の
注
釈
に
言
及
し
、
同
書
の
本
文
の
一
部
で
あ
る
も
の
と
本
文

に
無
い
も
の
と
を
、
こ
れ
に
対
す
る
注
記
で
も
っ
て
区
別
し
、
命

題
の
番
号
は
二
つ
の
伝
承
に
基
づ
い
て
欄
外
に
書
き
記
す
こ
と
に
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し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
巻
の
命
題
は
サ
ー
ビ
ト
の
写
本
に
お

い
て
は
四
八
で
あ
り
、
イ
ス
ハ
ー
ク
の
写
本
に
お
い
て
は
四
三
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
行
い
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス

の
『
円
の
細
分
に
つ
い
て
（M

aqāla fī Taksīr al-D
āyira

）』
を

そ
の
最
後
に
加
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
（
＝
『
円
の
細
分
に
つ

い
て
』）
は
こ
の
書
（
＝
『
球
と
円
柱
に
つ
い
て
』）
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
い
く
つ
か
の
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（4
（

。

　　
こ
の
記
述
か
ら
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
「
再
述
」
と
は
、
現
代
的
な

意
味
で
の
「
校
訂
」
と
同
じ
よ
う
に
諸
写
本
の
異
同
を
記
し
な
が
ら

順
序
通
り
に
記
述
し
つ
つ
、
そ
の
前
提
を
も
付
記
し
、
時
に
は
注
釈

本
も
利
用
し
て
そ
の
内
容
に
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
に
よ
る
『
テ
オ
ド
シ
オ
ス
・
球
面
論
再

述
（Taḥrīr K

itāb al-U
kar li-Thāyūdhūsiyūs

）』
を
、
そ
れ
以
前

の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
と
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
と
の
比
較
の
な
か
で
詳
細
に

検
討
し
た
ネ
イ
サ
ン
・
ス
ィ
ド
リ
と
楠
葉
隆
徳
は
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

のtaḥrīr

が
元
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
の
よ
う
に
、
語
順
に
至
る
ま
で
ギ

リ
シ
ア
語
原
文
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
簡
潔
な
表
現

を
心
が
け
、
同
時
代
の
学
者
た
ち
の
理
解
に
配
慮
し
て
仕
立
て
を

変
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
改
訂
を
「
再
述

（rew
riting

）」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
基
づ
き
、
こ

こ
で
は
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
に
よ
るtaḥrīr

を
「
再
述
」
と
表
現
し
て
い

る（
（5
（

。
再
述
の
意
図
が
見
え
る
記
述
と
し
て
、『
メ
ネ
ラ
オ
ス
・
球
面

論
再
述
（Taḥrīr K

itāb M
ānālāw

us fī al-Ashkāl al-K
urīya

）』
の

序
文
の
記
述
を
以
下
に
掲
げ
る
。

私
が
意
図
し
た
の
は
「
中
間
諸
学
」
と
名
付
け
ら
れ
た
諸
本
を
再

述
す
る
こ
と
で
あ
る 

。「
中
間
」
と
は
す
な
わ
ち
、
そ
の
内
容
が

教
育
の
段
階
に
お
い
て
、
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
に
よ
る
『
原
論
』
と

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
よ
る
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
と
の
あ
い
だ
に
来

る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
諸
本
を
意
味
し
て
い
る（

（5
（

。

　　「
中
間
諸
学
」
が
『
原
論
』
と
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
を
つ
な
ぐ
テ

ク
ス
ト
群
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
引
用
文

で
は
さ
ら
に
、
こ
の
二
著
作
を
つ
な
ぐ
「
教
育
の
段
階
（al-tartīb 

al-taʿlīm
ī

）」
を
意
識
し
て
、「
中
間
諸
学
」
が
編
ま
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
。
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
再
述
と
は
『
原
論
』
か
ら

『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
に
至
る
数
学
・
天
文
学
論
考
群
を
、
教
育
を
目

的
と
し
て
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（5
（

。
こ
の
再
述
に
よ
っ
て
以

後
、
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
東
方
に
お
い
て
「
人
類
の
師
」
と
し
て

の
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
名
は
不
朽
の
も
の
と
な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の

数
学
教
育
に
つ
い
て
論
じ
る
ソ
ー
ニ
ャ
・
ブ
レ
ン
チ
ェ
ス
は
、
マ
グ

リ
ブ
か
ら
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
へ
と
至
る
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お

い
て
二
〇
〇
以
上
の
写
本
が
残
り
、
ク
ト
ゥ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・

シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー
（
一
二
三
六
―
一
三
一
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る

学
者
た
ち
が
そ
の
ペ
ル
シ
ア
語
訳
を
為
し
た
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
『
エ
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ウ
ク
レ
イ
デ
ス
・
原
論
再
述
（Taḥrīr K

itāb U
ṣūl al-H

andasa li-
U

qlīdis
）』
を
幾
何
学
の
教
書
の
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
と
評
し
、
そ

れ
に
続
く
「
中
間
諸
学
」
と
も
併
せ
て
、
幾
何
学
と
球
面
天
文
学

の
教
育
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

（5
（

。
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

の
再
述
の
重
要
性
は
、
こ
れ
ら
の
数
学
書
・
天
文
学
書
の
「
標
準

化
（standardization
）」
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
あ
る（
（5
（

。
彼
の
再
述

以
後
も
多
く
の
注
釈
・
解
説
が
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
相
当
数
は

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
も
の
に
基
づ
い
て
お
り
、
彼
の
再
述
に
よ
っ
て
テ

ク
ス
ト
の
確
定
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
「
中
間
諸
学
」
に
含
ま
れ
る

論
考
群
や
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
命
題
の
数
な
ど
も
定
ま
っ
た（

（5
（

。
こ

の
よ
う
に
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
再
述
テ
ク
ス
ト
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

の
東
方
地
域
に
お
け
る
数
学
・
天
文
学
テ
ク
ス
ト
の
標
準
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
も
ブ
レ
ン
チ
ェ
ス
が
論
じ
る
よ
う
に
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
ま
で
の
数
学
知
に
対
す
る
営
為
は
、
そ
の
探
求
や

古
典
テ
ク
ス
ト
の
再
編
集
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
ス

ト
・
モ
ン
ゴ
ル
期
以
降
に
は
そ
の
学
知
の
重
心
が
教
育
や
娯
楽
へ
と

移
っ
て
い
く（

（5
（

。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
翻
訳
運
動
以
降
に
不
断
に
続
け
ら
れ

て
い
た
探
求
や
テ
ク
ス
ト
の
編
集
―
―
い
わ
ゆ
る
順
化
の
プ
ロ
セ
ス

―
―
が
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
再
述
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
の
標
準
化
で
も
っ

て
終
わ
り
、
以
後
は
こ
の
再
述
テ
ク
ス
ト
が
主
に
教
育
の
た
め
に
再

生
産
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
事
実
は
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
が
九
世
紀
以
降

長
き
に
わ
っ
た
「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
を
完
結
さ
せ
た
存

在
で
あ
る
と
の
表
現
を
許
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア

で
は
こ
の
時
代
ま
で
確
か
に
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
機
能
し
て
い
た
。

　
し
か
し
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
が
注
目
に
値
す
る
の
は
、
ひ
と
え
に
西
方

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
完
結
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
東
方

の
天
文
学
と
も
接
点
を
持
っ
た
点
に
あ
る
。
政
治
に
も
深
く
関
わ
っ

て
い
た
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
地

域
の
政
権
で
あ
っ
た
イ
ル
・
ハ
ン
朝
（
一
二
五
六
頃
―
一
三
五
七
年
）

の
創
設
者
で
自
ら
が
そ
の
ブ
レ
ー
ン
を
務
め
た
フ
レ
グ
（
一
二
一
八

―
一
二
六
五
年
）
に
「
キ
タ
イ
（
北
中
国
）
の
賢
人
」
か
ら
彼
の
地

の
天
文
の
術
を
習
い
、
そ
れ
を
天
文
書
に
編
入
す
る
よ
う
に
命
じ
ら

れ
た
と
『
集
史
』
中
国
史
は
伝
え
る
。

地
上
の
帝
位
が
モ
ン
ケ
（
治
世
一
二
五
一
―
一
二
五
九
年
）
の
許

に
至
っ
た
時
分
、
彼
は
自
身
の
弟
で
あ
り
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の

息
子
ト
ル
イ
・
ハ
ン
の
息
子
で
あ
っ
た
フ
レ
グ
・
ハ
ン
を
イ
ラ
ン

の
地
へ
と
派
遣
し
、
そ
の
地
の
諸
国
の
帝
位
は
彼
に
定
ま
っ
た
。

キ
タ
イ
の
学
者
・
天
文
学
者
／
占
星
術
師
・
医
者
が
彼（
＝
フ
レ
グ
）

の
許
に
集
ま
っ
て
き
て
い
た
。
こ
の
帝
王
（
＝
フ
レ
グ
）
は
そ
の

知
性
と
能
力
が
完
全
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
熱
烈
に
求
め
て

い
た
の
で
、
我
ら
が
主
に
し
て
人
類
の
師
、
当
代
に
お
い
て
最
も

卓
越
し
た
る
者
で
あ
る
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー

ス
ィ
ー
師
―
―
ア
ッ
ラ
ー
よ
、
彼
に
慈
悲
あ
れ
―
―
に
天
文
台
を

建
造
し
、
彼
（
＝
フ
レ
グ
）
の
吉
兆
な
る
名
の
許
に
ズ
ィ
ー
ジ
ュ

／
天
文
便
覧
を
編
む
こ
と
を
命
じ
た
。
フ
レ
グ
・
ハ
ン
は
彼
の
地
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の
天
文
学
者
／
占
星
術
師
た
ち
を
見
知
っ
て
お
り
、
占
星
術
を
彼

ら
の
術
で
も
っ
て
知
り
、そ
れ
に
親
し
ん
で
い
た
の
で
、ナ
ス
ィ
ー

ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
師
に
命
じ
て
彼
ら
の
暦
と
天
文
諸
術（
（5
（

を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
内
容
を
彼
が
編
纂
す
る
ズ
ィ
ー
ジ
ュ
／
天
文
便
覧

に
入
れ
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
そ
れ
は
暦
の
計
算
の
際
に
、
彼
ら
の

暦
と
年
計
算
を
も
彼
ら
の
や
り
方
・
術
語
で
も
っ
て
我
ら
の
暦
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

名
を
「
フ
ー
・
ム
ン
・
チ
ー
」
と
言
い
、「
先
生（
（5
（

」
つ
ま
り
賢
人

の
称
号
を
持
つ
キ
タ
イ
の
人
物
に
命
じ
、
彼
ら
の
暦
法
と
天
文
の

う
ち
で
自
ら
が
知
っ
て
い
る
こ
と
の
全
て
を
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
師
に
語
り
、
天
文
学（
（6
（

に
つ
い
て
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
師
か
ら
習
う
よ
う
に
さ
せ
た
。
果
た
し
て
彼
（
＝
キ
タ

イ
の
賢
人
）
が
そ
の
分
野
で
知
っ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
を
、
ナ

ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
師
は
二
日
間
で
習
得
し
、
み
ず
か
ら

が
作
成
し
た
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
入
れ
込
ん
だ
。
し
か

し
か
の
キ
タ
イ
の
学
者
は
、
学
利
を
師
か
ら
さ
ほ
ど
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
か
の
学
者
は
暦
の
計
算
、［
日
々
の
］
選
択
お

よ
び
占
星
の
術
の
い
く
ら
か
を
知
っ
て
い
た
が
、
天
文
便
覧
の
扱

い
や
星
辰
運
行
の
理
解
に
お
い
て
は
、
微
細
な
諸
点
に
あ
ま
り
通

じ
て
い
な
か
っ
た
。た
と
え
い
か
な
る
地
域
や
時
代
に
お
い
て
も
、

そ
の
よ
う
な
諸
学
を
知
悉
す
る
こ
と
の
で
き
る
完
璧
な
学
者
が
見

出
さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
前
述
の
学
者
が
教
授
し
、先
述
の『
イ

ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
現
れ
る
こ
と
は
以
下
に
記
録
さ
れ
た
よ

う
な
も
の
で
あ
る（
（6
（

。

　
そ
し
て
実
際
に
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
が
編
ん
だ
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便

覧（Zīj-i Īlkhānī

）』（
一
二
七
二
年
頃
編
）に
は
、「
キ
タ
イ
暦（tārīkh-i 

Q
itā

）」
の
名
で
中
国
暦
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
現
れ
る

キ
タ
イ
の
賢
人
「
フ
ー
・
ム
ン
・
チ
ー
」
と
は
フ
レ
グ
の
侍
医
で
あ
っ

た
傅
孟
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
宮
紀
子
に
よ
る
漢
籍
の
（
再
）
発
見

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た（
（6
（

。
キ
タ
イ
暦
の
内
容
分
析
の
結
果
、
こ

れ
は
当
時
東
方
に
お
い
て
官
暦
で
あ
っ
た
『
重
修
大
明
暦
』
と
唐
代

の
「
小
暦
」
で
あ
っ
た
『
符
天
暦
』
と
を
二
大
典
拠
と
し
な
が
ら
も
、

時
に
は
天
文
便
覧
本
体
の
天
文
表
か
ら
数
値
を
取
り
入
れ
た
ア
マ
ル

ガ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
（6
（

。
つ
ま
り
キ
タ
イ
暦
は
―

―
現
存
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
―
―
何
ら
か
既
存
の
テ
ク
ス
ト
の 

「
翻
訳
」 

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
両
者
の
対
話
の
結
果
と
し
て
生
み

出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
キ
タ
イ
暦
の
二
大
典
拠
の

一
つ
で
あ
る
『
符
天
暦
』
は
、
唐
代
建
中
年
間
（
七
八
〇
―
七
八
三

年
）
に
術
士
で
あ
っ
た
曹
士
蔿
―
―
お
そ
ら
く
ソ
グ
ド
系
の
人
物
―

―
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
と
さ
れ
、
十
世
紀
半
ば
に
は
天
台
僧
日
延
に

よ
っ
て
日
本
に
将
来
さ
れ
る
。
そ
の
地
で
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
特
に
平

安
時
代
（
七
九
四
―
一
一
九
二
年
）
に
お
い
て
占
星
を
生
業
と
す
る

宿
曜
道
の
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。興
味
深
い
こ
と
に
、『
符
天
暦
』
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の
使
用
を
伝
え
る
史
料
は
漢
地
よ
り
も
む
し
ろ
日
本
や
敦
煌
と
い
っ

た
「
帝
国
の
周
縁
」
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
暦
法
が
公
式
に

は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
の
「
天
文
対
話
」
を
め
ぐ
る
要
点
と
し
て
、『
符
天
暦
』
が

日
本
や
敦
煌
に
お
い
て
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
」
の
テ
ク
ス
ト
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
事
実
が
強
調
さ
れ
る（
（6
（

。「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占

星
術
」
と
は
対
象
者
の
誕
生
時
に
お
け
る
天
体
位
置
を
記
し
た
天
体

図
で
あ
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
そ
の
人
物
の
運
勢
を
占
う
も
の

で
あ
り
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
端
を
発
し
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
に
体
系
化

さ
れ
た
後
、
よ
り
東
方
へ
と
伝
え
ら
れ
イ
ン
ド
・
中
国
で
隆
盛
を
見

る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
三
世
紀
に
至
る
ま
で
東
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
数

学
・
天
文
学
は
双
方
は
っ
き
り
と
異
な
っ
て
い
た（
（6
（

。
し
か
し
、
西
域

か
ら
唐
代
に
は
東
方
へ
伝
え
ら
れ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
は
そ
う

し
た
状
況
に
お
い
て
ほ
ぼ
唯
一
、
ム
ス
リ
ム
の
博
学
者
と
キ
タ
イ
の

賢
人
の
「
共
約
不
可
能
性
（incom

m
ensurability

）」（
（6
（

を
乗
り
越
え

る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
八
世
紀
ま
で
に
西
方
か
ら
中
国
に
至
っ

た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
は
東
方
で
『
符
天
暦
』
の
よ
う
な
暦
法
の

形
を
と
っ
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
一
三
世
紀
の

モ
ン
ゴ
ル
の
西
進
と
と
も
に
再
び
西
方
は
イ
ラ
ン
へ
と
還
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な「
東
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
暦
の
往
復
」

を
両
者
の
「
天
文
対
話
」
お
よ
び
そ
の
産
物
で
あ
る
キ
タ
イ
暦
か
ら

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
対
話
は
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
を
満
足
さ
せ
る
も
の
と
は

な
ら
な
か
っ
た
。
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
は
両
者
の
対
話
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
に
は
寄
与
し
た
も
の
の
、
そ
の
分
野
で
の
水
準
は
東
方

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
天
文
学
者
か
ら
見
て
も
、
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
天
文

学
者
か
ら
見
て
も
、
西
方
が
東
方
よ
り
も
優
位
に
あ
っ
た
。
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ン
（
一
一
六
二
―
一
二
二
七
年
）
の
側
仕
え
の
占
星
術
師
で

あ
っ
た
耶
律
楚
材
（
一
一
九
〇
―
一
二
四
四
年
）
の
事
績
を
讃
え
る

墓
碑
に
は
、
こ
の
種
の
占
星
術
の
精
度
を
左
右
す
る
五
惑
星
の
運
行

の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
時
「
西
域
の
暦
」
に
分
が
あ
っ
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
し
て
、
西
域
の
暦
は
五
惑
星
に
関

し
て
中
国
よ
り
も
精
密
で
あ
っ
た
の
で
、［
耶
律
楚
材
は
］『
麻
答

把
曆（
（6
（

』
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
回
鶻（
（6
（

の
曆
の
名
な
の
で

あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、日
食
の
度
数
は
中
国
と
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
『［
重
修
］
大
明
暦（
（6
（

』
が
次
第
に
［
天
象
と
］
差
異
を
生

じ
さ
せ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、［
耶
律
楚
材
は
］
文
献

公
が
定
め
た
『
乙
未
元
曆（
（7
（

』
を
世
に
頒
行
し
た
の
で
あ
っ
た（
（7
（

。

　　
さ
ら
に
、
先
の
『
集
史
』
か
ら
の
引
用
の
最
後
の
部
分
も
、
傅
孟

質
の
知
識
が
特
に
「
天
文
便
覧
の
扱
い
や
星
辰
運
行
の
理
解
」
と

い
う
い
ず
れ
も
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
に
必
須
の
点
に
つ
い
て
、
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ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
事
実
、『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
記
さ
れ
た
キ
タ
イ
暦
に

つ
い
て
の
章
に
お
い
て
は
、
対
話
の
中
心
で
あ
っ
た
は
ず
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
占
星
術
お
よ
び
惑
星
運
行
の
記
述
は
見
え
ず
、
た
だ
暦
の
算

定
や
そ
れ
に
必
要
な
日
月
の
運
行
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
東
西

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
「
天
文
対
話
」
は
双
方
の
最
先
端
の
天
文
知
の
ぶ
つ

か
り
合
い
と
は
な
ら
ず
、
両
者
の
「
共
約
可
能
性
」
を
探
り
合
う
も

の
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
担
保
す
る
要
素
で
あ
っ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占

星
術
に
お
い
て
は
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
西
方
が
東
方
よ
り
も
優

位
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
「
東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
天
文
学
」
と
し
て
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
記
さ
れ
た
の
は
、

対
話
の
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
で
は
な
く
、
か
の

地
の
日
付
を
知
る
た
め
の
実
用
的
な
知
識
と
し
て
の
キ
タ
イ
暦
の
み

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
天
文
便
覧
全
体
を
通
し
て
み
て
も
、
キ
タ
イ

暦
の
記
述
は
独
立
し
て
お
り
、
そ
こ
に
見
え
る
天
文
定
数
や
計
算
法

が
他
の
「
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
天
文
学
」
を
論
じ
る
箇
所
に
影
響
を

与
え
て
は
い
な
い（
（7
（

。
イ
ラ
ン
の
地
に
お
け
る
東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
天

文
学
に
対
す
る
評
価
が
、
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
一
二
四
九

―
一
三
一
八
年
）
に
よ
る
漢
文
知
の
ペ
ル
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
運
動

が
生
み
出
し
た
『
キ
タ
イ
の
科
学
と
技
芸
に
つ
い
て
の
イ
ル
・
ハ

ン
珍
貴
の
書
（Tānksūqnām

a-yi Īlkhān dar Funūn-i ʿU
lūm

-i 
K

hiṭāʾī

）』
の
序
文
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る（
（7
（

。

そ
れ
（
＝
傅
孟
質
が
伝
え
た
天
文
知
）
は
キ
タ
イ
の
学
者
た
ち
の

評
判
を
落
と
す
も
の
で
あ
っ
た
。な
ぜ
な
ら
こ
の
地
域
に
お
い
て
、

彼
ら
の
天
文
学
は
ま
っ
た
く
そ
の
程
度
の
も
の
か
と
思
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
宇
宙
構
造
論（
（7
（

や
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
お
よ
び
そ

れ
ら
に
関
わ
る
こ
と
は
彼
ら
に
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
人
物
（
＝
傅
孟
質
）
が
今
は
亡
き
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー

ン
師
に
伝
え
た
も
の
は
、
完
全
に
彼
の
学
知
の
範
囲
内
の
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
人
物
が
読
ん
だ
本
は
、
初
学
者
た
ち
が
学
ぶ
摘
要

で
あ
っ
た
の
だ（
（7
（

。

　　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
由
来
の
数
学
書
・
天
文
学
書
を
深
く
探
求
し
、
西
方

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
分
野
の
「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
」
を
成
熟
さ
せ
る
存
在
で
あ
っ
た
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
し
か
し
、

東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
天
文
学
を
記
述
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
自

ら
の
天
文
学
伝
統
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
態
度
は
、
漢
児
司
天
台
と
回
回
司
天
台
が
並
立
し
、
後

に
両
者
は
統
合
す
ら
し
な
が
ら
も
、
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
天
文
学
を

ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
元
朝
の
漢
人
天
文
学
者

た
ち
の
態
度
に
も
通
じ
る
。
な
ぜ
「
翻
訳
と
順
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

は
こ
の
時
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
天
文
学
交
流
の
文
脈
に
お
い
て
は

機
能
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
天
文
学
の
み
に
注
目
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し
て
い
て
は
お
そ
ら
く
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
は
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る（
（7
（

。

四
　
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
先
の
節
で
扱
っ
た
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』

の
第
一
部
、
暦
と
そ
の
換
算
に
関
わ
る
部
分
は
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
天
文
学
の
観
点
か
ら
看
取
す
る
格
好
の
史
料
で
あ
る（
（7
（

。
そ
こ

で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
為
政
者
た
ち
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
キ
タ

イ
暦
に
加
え
て
、
当
時
イ
ル
・
ハ
ン
朝
領
内
で
用
い
ら
れ
て
い
た
五

つ
の
暦
が
併
記
さ
れ
て
い
る（
（7
（

。（
一
）
セ
レ
ウ
コ
ス
暦（
（7
（

、（
二
）
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦（
（8
（

、（
三
）
ヤ
ズ
デ
ギ
ル
ド
暦（
（8
（

、（
四
）
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
暦（
（8
（

、（
五
）

ユ
ダ
ヤ
暦（
（8
（

、
以
上
の
五
種
で
あ
る
。
キ
タ
イ
暦
の
章
の
最
後
に
は
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
と
の
換
算
が
記
さ
れ（
（8
（

、
そ
の
後
の
章
に
お
い
て
セ
レ
ウ
コ

ス
暦
・
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
・
ヤ
ズ
デ
ギ
ル
ド
暦
相
互
の
換
算
が
説
明
さ
れ

る（
（8
（

。
そ
し
て
こ
の
第
一
部
の
最
後
の
章
は
そ
れ
ぞ
れ
の
暦
の
祭
日
に

つ
い
て
の
記
述
が
当
て
ら
れ
て
い
る（
（8
（

。
こ
れ
ら
の
暦
は
少
な
く
と
も

最
初
の
四
つ
に
関
し
て
は
換
算
法
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
完
全
に
孤

立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
は
基
本
的

に
独
立
し
て
お
り
、
定
数
や
計
算
法
に
相
互
の
影
響
が
見
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
も
ち
ろ
ん
キ
タ
イ
暦
は
「
帝
王
た
ち
が
用

い
て
い
る
暦（
（8
（

」
と
は
記
述
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暦
に
優
劣

は
な
く
、
い
ず
れ
か
の
暦
に
統
一
し
て
日
付
表
記
を
行
お
う
と
す
る

よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
天
の
運
行
に
基
づ
く
時
間
が
天
の
子
で
あ
る
皇
帝
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
有
す
る
中
華
王
朝
と

は
異
な
り（
（8
（

、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
王
朝
に
時
や
暦
を
統
合
し
よ
う
と
す

る
動
き
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
宗
教

暦
で
あ
っ
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
は
純
粋
太
陰
暦
で
あ
り
月
の
巡
り
の
み
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
太
陽
の
巡
り
に
基
づ
く
季
節
と

の
調
和
が
図
れ
ず
、
季
節
に
準
じ
る
農
業
、
さ
ら
に
は
農
産
物
に
多

く
を
依
拠
す
る
徴
税
に
お
い
て
大
き
な
問
題
を
き
た
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
王
朝
は
早
期
か
ら
宗
教
暦
に
平
行
し
て
太

陽
運
行
に
準
じ
る
徴
税
暦
を
用
い
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
文
化
圏
に

居
住
す
る
非
ム
ス
リ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
で
あ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
れ
、
み
な
独
自
の
暦
を
持
っ
て
宗

教
儀
礼
を
行
っ
て
お
り
、
王
権
側
が
そ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
稀
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
帝
国
規
模
で
時
や
暦
を
統
一
し
よ

う
と
し
て
い
た
と
い
う
議
論（
（8
（

、
複
数
の
天
文
学
伝
統
を
融
合
さ
せ
、

新
た
な
も
の
を
生
み
出
し
た
と
す
る
議
論（
（9
（

が
存
在
す
る
も
の
の
、
実

際
の
と
こ
ろ
彼
ら
は
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
征
服
時
に
あ
っ
て
、
東
方

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
慣
行
を
押
し
付
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
西
方
ユ
ー
ラ

シ
ア
に
元
来
あ
っ
た
多
様
性
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
。
こ
う
し
た
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態
度
が
官
制
の
『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
お
け
る
諸
暦
の
併
記

に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
こ
の
事
実
か
ら
は
例
え
ば
宗
教
の
分
野
で
よ
く
使
わ
れ

る
、
モ
ン
ゴ
ル
の
多
宗
教
・
多
文
化
に
対
す
る
「
寛
容
」
と
い
う
言

葉
以
上
に
積
極
的
な
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
看
取
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る（
（9
（

。
そ
れ
は
異
な
る
天
文
学
的
伝
統
の
統
一
や
融
合
に
よ
っ

て
新
た
な
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆

に
相
互
の
差
異
の
保
持
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時

の
文
化
交
流
の
議
論
に
際
し
て
、
オ
ル
セ
ン
や
ビ
ラ
ン
が
す
で
に
論

じ
て
い
る
通
り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
は
主
と
し
て
自
ら
の
政
策
決

定
の
た
め
に
選
択
の
多
様
性
の
保
持
が
重
要
で
あ
っ
た
。い
わ
ば「
セ

カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
の
保
持
の
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
宮
廷
に
は

多
種
の
知
的
伝
統
を
有
し
た
知
識
人
た
ち
が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る（
（9
（

。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
（
一
二
五
四
―
一
三
二
四
年
）
は
、
元
朝

創
始
者
で
あ
る
ク
ビ
ラ
イ
（
一
二
一
五
―
一
二
九
四
年
）
が
首
都
に

お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
・
漢
人
の
占
星
術
師
た

ち
を
多
く
召
し
抱
え
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
に
則
っ
て
占
い
―

―
記
述
に
よ
れ
ば
お
そ
ら
く
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
占
星
術
―
―
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（
（9
（

。
彼
ら
は
共
同
し
て
何
か
を
す
る
こ
と
以

上
に
、
個
々
に
自
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

技
を
見
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
政
治
的
に
重
要
な
意
思
決
定
の
場
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
な
る
場
面
が
『
集
史
』
に
描
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
第
四
代
大
ハ
ン
・
モ
ン
ケ
の
命
に
よ
っ
て
西
方
遠
征

へ
と
出
立
し
た
フ
レ
グ
が
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
居
所
で
あ
っ

た
バ
グ
ダ
ー
ド
を
攻
略
す
る
前
夜
に
軍
議
を
行
う
場
面
で
あ
る（
（9
（

。
バ

グ
ダ
ー
ド
攻
撃
の
是
非
に
つ
い
て
、
ま
ず
フ
レ
グ
は
も
と
は
モ
ン
ケ

の
と
こ
ろ
に
い
た
宮
廷
占
星
術
師
フ
サ
ー
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
に
答

弁
を
求
め
た
。
彼
は
バ
グ
ダ
ー
ド
攻
略
に
利
が
な
い
と
し
、
攻
め
た

場
合
に
降
り
か
か
る
で
あ
ろ
う
六
つ
の
災
い
に
言
及
す
る
。
次
に
フ

レ
グ
が
意
見
を
求
め
た
の
が
バ
フ
シ
ー
／
仏
教
徒
た
ち（
（9
（

お
よ
び
ア

ミ
ー
ル
／
将
軍
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
揃
っ
て
進
軍
が
得
策
で
あ
る

と
進
言
し
た
。
ム
ス
リ
ム
名
を
有
す
る
フ
サ
ー
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン

は
疑
い
な
く
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は

異
な
る
背
景
を
持
つ
集
団
に
意
見
を
求
め
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

最
後
に
フ
レ
グ
が
意
見
を
求
め
た
の
が
、先
に
述
べ
た
ナ
ス
ィ
ー
ル
・

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
バ
グ
ダ
ー
ド
侵

攻
に
賛
成
し
、
フ
サ
ー
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
を
論
駁
、
か
く
し
て
フ

レ
グ
は
バ
グ
ダ
ー
ド
攻
略
の
断
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
い
さ
さ
か
象

徴
的
に
描
か
れ
た
場
面
で
は
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
宮
廷
が
こ
の
よ
う

に
異
な
る
能
力
を
有
し
た
集
団
の
寄
り
合
い
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
も
の
で
も
っ
て
意
見
を
述
べ
て
い
た
こ
と
が
こ

の
記
述
か
ら
垣
間
見
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
は
こ
の
よ
う
な
「
差
異
」
を

利
用
し
て
、
政
治
判
断
を
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
は
「
近
代
科
学
」
の
語
が
連
想
さ
せ
る
知

の
合
理
化
や
統
一
性
と
は
異
な
る
原
理
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

る（
（9
（

。
本
論
で
は
最
後
に
、
こ
の
「
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
説
か

ら
一
歩
進
ん
で
、
こ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
態
度
が
天
文
学
の
観
点
か

ら
い
か
な
る
結
果
を
生
ん
だ
の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
た
い
。
そ

れ
は
特
に
東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
―
天
文
学
か
ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
―
一
四
世
紀
―
―

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
元
朝
に
お
い
て
は
漢
児

司
天
台
と
回
回
司
天
台
と
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。
一
二
六
〇
年
に
お

け
る
ク
ビ
ラ
イ
の
「
即
位
」
か
ら
す
で
に
―
―
金
朝
（
一
一
一
五
―

一
二
三
四
年
）
の
制
度
を
受
け
継
ぐ
形
で
―
―
漢
児
司
天
台
が
機
能

し
て
い
た（
（9
（

。そ
の
後
一
二
七
一
年
に
は
回
回
司
天
台
も
開
設
さ
れ
る
。

そ
の
責
任
者
と
な
っ
た
の
は
、
モ
ン
ケ
の
許
で
天
文
台
建
設
に
従
事

し
て
い
た
と
さ
れ
る
、
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
札
馬
魯
丁
）

で
あ
っ
た（
（9
（

。
そ
し
て
一
二
七
三
年
に
は
、ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー

ン
が
司
天
台
と
併
せ
て
王
朝
の
文
書
・
書
籍
を
司
る
秘
書
監
の
統
括

者
と
な
り（
（9
（

、
そ
の
翌
年
に
は
回
回
司
天
台
は
漢
児
天
文
台
に
統
合
さ

れ
る（
（10
（

。し
か
し
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
、ク
ビ
ラ
イ
の
ブ
レ
ー

ン
で
あ
っ
た
劉
秉
忠
（
一
二
七
四
年
没
）
は
、
ム
ス
リ
ム
と
漢
人
の

天
文
学
者
た
ち
に
対
し
て
別
々
に
活
動
報
告
を
す
る
よ
う
に
命
じ
て

お
り（
（10
（

、両
者
の
あ
い
だ
に
積
極
的
な
交
流
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
一
二
七
六
年
に
は
詔
が
下
り
、
改
暦
事
業
が
実
行
に
移

さ
れ
る（
（10
（

。
四
年
近
く
に
亘
る
こ
の
改
暦
事
業
は
歴
代
中
国
暦
法
の
最

高
傑
作
と
謳
わ
れ
る
『
授
時
暦
』
を
生
ん
だ（
（10
（

。
し
か
し
、『
授
時
暦
』

の
編
纂
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
天
文
学
者
の
参
加
は
記
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
圏
の
天
文
学
の
影
響
も
た
だ
観
測
に
用
い
ら

れ
た
天
文
機
器
に
若
干
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い（
（10
（

。
こ
れ
に
つ
い
て

は
授
時
暦
を
詳
細
に
分
析
し
た
藪
内
清
に
よ
る
端
的
な
表
現
が
あ
る

の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
綜
括
す
る
に
、
授
時
暦
に
お
け
る
観
測

処
理
の
方
法
、
暦
法
の
構
成
、
そ
の
計
算
な
ど
に
は
一
段
と
進
歩

が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
従
来
の
中
国
暦
法
を
基
礎
と
し
て
作
り

あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
在
来
の
伝
統
か
ら
遠
く
逸
脱
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
清
朝
の
学
者
兪
正
燮
の
『
癸
巳
存
稿
』
書
元
史
暦

志
後
の
条
を
み
る
と
、
授
時
暦
が
回
々
暦
に
基
づ
く
か
の
如
く
説

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
近
年
の
西
洋
学
者
の
あ
い
だ
に

も
行
わ
れ
て
お
り
、
暦
法
に
関
心
を
持
た
な
い
一
部
の
日
本
人
学

者
の
あ
い
だ
で
も
、
授
時
暦
に
は
イ
ス
ラ
ム
天
文
学
が
大
量
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
、
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
点
は
全
く
の
誤
解
で
あ
っ
て
、
観
測
に
使
わ
れ
た
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一
部
の
器
械
は
イ
ス
ラ
ム
の
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
が
、
授

時
暦
そ
の
も
の
に
は
西
方
の
影
響
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い（
（10
（

。

　　
こ
の
事
実
も
先
ほ
ど
か
ら
議
論
し
て
き
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
差
異
に

注
目
す
る
態
度
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
モ
ン
ゴ

ル
は
基
本
的
に
は
漢
人
と
ム
ス
リ
ム
の
天
文
学
者
を
別
々
に
遇
し
て

い
た
。
そ
れ
は
双
方
の
司
天
台
が
統
合
さ
れ
た
後
も
同
様
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
授
時
暦
』
へ
の
改
暦
は
あ
く
ま
で
中
華
王
朝

の
文
脈
で
の
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
の
暦
法
が
施
行
さ
れ
た
範
囲
も
あ

く
ま
で
漢
語
文
化
圏
の
枠
内
に
―
―
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
は
知
ら
れ
て
い

る
も
の
の（
（10
（

―
―
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
外
側
で
モ
ン
ゴ
ル
の
「
帝
王

た
ち
が
用
い
て
い
る
暦
」
は
、
中
国
暦
法
を
簡
略
化
し
、
そ
の
年
を

十
二
支
で
そ
の
月
を
テ
ュ
ル
ク
語
の
助
数
詞
な
ど
で
表
し
た
も
の

で（
（10
（

、『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
記
さ
れ
た
キ
タ
イ
暦
に
そ
の
内

容
が
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
暦
は
モ
ン
ゴ
ル
以
前
に
も
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
の
遊
牧
諸
帝
国
が
用
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
が（
（10
（

、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
い
て
は
漢
文
脈
の
な
か
に
も
為
政
者
モ
ン
ゴ
ル

の
「
声
」
を
反
映
し
た
蒙
漢
合
壁
碑
文
な
ど
に
現
れ
る（
（10
（

。
さ
ら
に
こ

の
暦
は
こ
の
時
代
に
初
め
て
ペ
ル
シ
ア
語
史
書
に
も
姿
を
現
す
の
で

あ
る（
（11
（

。
宮
紀
子
は
授
時
暦
の
編
纂
が
実
の
と
こ
ろ
ク
ビ
ラ
イ
の
「
皇

太
子
」
チ
ン
キ
ム
（
一
二
八
三
年
頃
没
）
主
導
の
も
と
に
行
わ
れ
た

政
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る（
（11
（

。
そ
し
て
、
こ
の
チ
ン
キ
ム
は

ク
ビ
ラ
イ
の
寵
臣
で
あ
っ
た
ム
ス
リ
ム
官
僚
ア
フ
マ
ド
・
フ
ァ
ナ
ー

カ
テ
ィ
ー
（
一
二
八
二
年
没
）
の
暗
殺
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
反

ム
ス
リ
ム
官
僚
た
ち
の
利
益
の
代
弁
者
で
あ
っ
た（
（11
（

。
こ
の
授
時
暦
の

編
纂
も
ま
た
ム
ス
リ
ム
と
そ
れ
に
反
発
す
る
漢
人
お
よ
び
モ
ン
ゴ

ル
・
ウ
イ
グ
ル
系
官
僚
た
ち
の
政
争
の
文
脈
で
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
宮
廷
で
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
い
た
漢
人
お
よ
び
西

域
の
天
文
学
者
た
ち
は
協
力
者
で
あ
る
よ
り
も
競
争
者
で
あ
っ
た
。

元
朝
政
権
は
授
時
暦
、
ウ
イ
グ
ル
暦
と
平
行
し
て
、
回
回
暦
を
編
ん

で
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（
（11
（

。
ム
ス
リ
ム
天
文
学
者
た
ち
は
彼

ら
の
伝
統
の
下
で
暦
作
を
行
っ
て
お
り
、
中
華
王
朝
の
文
脈
の
な
か

に
あ
っ
た
改
暦
に
積
極
的
に
参
画
す
る
理
由
が
な
か
っ
た（
（11
（

。

　
し
か
し
協
力
は
な
く
と
も
そ
の
一
方
で
、
こ
の
種
の
「
競
争
」
が

天
文
学
の
進
歩
に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
漢
人

官
僚
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
『
授
時
暦
』
は
後
代
、
中
国
暦
法
の

最
高
傑
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る（
（11
（

。
さ
ら
に
お
そ
ら
く
は
こ
の
改
暦
事

業
に
平
行
し
て
、
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る

西
域
の
天
文
学
者
た
ち
は
独
自
に
天
体
観
測
を
行
い
、
天
文
便
覧
を

編
ん
だ
。
そ
れ
は
明
代
に
翻
訳
さ
れ
た
『
回
回
暦
』
の
典
拠
と
な
る
。

こ
の
天
文
便
覧
は
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
現
存
す
る
い
ず
れ
の
も
の
と
も

異
な
る
内
容
を
持
ち（
（11
（

、
明
代
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
順
化
さ
れ
て
官

暦
で
あ
る
『
大
統
暦
』
を
補
う
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
た（
（11
（

。
双
方
の

競
争
は
間
違
い
な
く
成
果
を
生
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
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本
論
で
は
最
初
の
部
分
で
以
下
の
二
つ
の
点
を
問
う
た
。（
一
）

モ
ン
ゴ
ル
の
主
体
性
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
交
流

に
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
た
事
例
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。（
二
）

モ
ン
ゴ
ル
の
働
き
か
け
に
対
す
る
、
被
征
服
者
の
反
応
を
十
分
に
踏

ま
え
た
う
え
で
、彼
ら
の
相
互
作
用
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
一
）
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
が
主
体
的
に
関
与
し
た
天
文
学
に

関
し
て
も
、彼
ら
の
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、

む
し
ろ
異
な
る
天
文
学
的
伝
統
の
相
互
交
流
を
妨
げ
る
も
の
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
（
二
）
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た

支
配
者
側
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
天
文
学
者
た

ち
は
、
相
互
に
競
争
し
な
が
ら
、
新
た
な
も
の
を
生
み
出
し
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
相
互
作
用
は
明
ら
か
に
当
代
の
天
文
学
を
独
自
な
も

の
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

付
記

　
こ
の
論
文
の
内
容
は
、
公
開
講
演
会
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
環
イ
ン

ド
洋
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
交
流
の
再
検
討
―
―
一
三
―
一
四
世
紀
は
海
域

ア
ジ
ア
史
の
分
水
嶺
か
？
―
―
」
で
の
発
表
に
基
づ
く
も
の
の
、
そ

こ
で
議
論
に
よ
っ
て
内
容
を
修
正
し
た
箇
所
も
多
く
あ
る
。
こ
の
場

を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
御
意
見
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
（18J40179

）
の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。。

註（１
）
本
論
に
お
け
る「
東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
い
う
枠
組
み
は
、
上
田
信

が
中
華
王
朝
の
交
替
サ
イ
ク
ル
を
論
じ
る
際
に
用
い
た「
日
本
海
・
渤

海
・
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
南
シ
ナ
海
の
五
つ
の
海
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の

海
に
接
す
る
陸
地
や
島
嶼
か
ら
構
成
さ
れ
る
空
間
で
あ
る
」
と
定
義

さ
れ
る「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
に
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る（
上
田

信『
海
と
帝
国
―
―
明
清
時
代
―
―
』講
談
社
、二
〇
〇
五
年
、三
一
頁
）。

「
西
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
は
そ
の
対
概
念
と
な
る
。

（
２
）
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
の
研
究
史
を
ま
と
め
た
論
考
と
し
て
は
、
例

え
ば
、Peter Jackson, “The State of R

esearch: The M
ongol 

Em
pire, 1986–1999,” Journal of M

edieval H
istory26/2 (2000), 

pp. 189–210; M
ichal B

iran, “The M
ongol Em

pire in W
orld 

H
istory: The State of the Field,” H

istory C
om

pass 11/11 (2013), 
pp. 1021–1033

、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
、
日
中
韓

の
研
究
は
英
語
の
も
の
以
外
は
ほ
と
ん
ど
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
は
い
な

い
。
逆
に
日
本
の
研
究
を
中
心
に
し
た
も
の
と
し
て
は
、
杉
山
正
明

「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
の
研
究
―
―
過
去
・
現
在
・
未
来
―
―
」『
世
界
史

を
変
貌
さ
せ
た
モ
ン
ゴ
ル
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
四
七
―

二
二
六
頁
。
分
野
別
の
研
究
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ

る
。
中
国
史
の
文
脈
で
は
、
森
田
憲
司「
金
・
元
」
礪
波
護
ほ
か
編『
中

国
歴
史
研
究
入
門
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
二

―
一
八
九
年
。
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
文
脈
で
は
、
渡
部
良
子「
イ
ル
ハ
ー

ン
朝
と
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
」
小
杉
泰
ほ
か
編『
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
研
究

マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
〇
―

一
六
八
頁
。
ア
ジ
ア
海
域
史
の
文
脈
で
は
、
四
日
市
康
博「
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
と
海
域
ア
ジ
ア
」
桃
木
至
朗
編『
海
域
ア
ジ
ア
史
研
究
入
門
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
―
三
〇
頁
。
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
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天
文
学
か
ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
世
紀
―
一
四
世
紀
（
諫
早
）

文
脈
で
は
、
宇
野
伸
浩
・
松
田
孝
一「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
と
展
開
」

小
松
久
男
ほ
か
編『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
入
門
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
）
八
九
―
一
一
〇
頁
。

（
３
）C

onstantin d'O
hsson, H

istoire des M
ongols: D

epuis Tchinguiz-
K

han jusqu'a Tim
our Bey ou Tam

erlan,4 vols., La H
aya, Frères 

van C
leef, 1834–1835. 

佐
口
透
に
よ
る
邦
訳
は
訳
者
の
漢
文
知
を
反

映
し
た
解
題
・
訳
注
に
よ
り
、
原
書
の
価
値
を
よ
り
高
め
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
ド
ー
ソ
ン［
佐
口
透
訳
注
］『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
』
平

凡
社
、
全
六
冊
、
一
九
六
八
―
一
九
七
九
年
。

（
４
）
こ
の
構
図
と
歴
史
家
と
の
関
わ
り
と
し
て
は
、『
ロ
ー
マ
帝
国
衰

亡
史
』
の
著
者
で
モ
ン
ゴ
ル
に
も
言
及
す
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ
ン

（
一
七
三
七
―
一
七
九
四
年
）
に
つ
い
て
以
下
の
論
考
が
あ
る（
芝
井

敬
司「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ
ン
に
お
け
る
文
明
と
野
蛮
」『
関
西
大
学

東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
二
四
巻
、
一
九
九
一
年
、
五
七
―
七
二
頁
）。

（
５
）
杉
山『
世
界
史
を
変
貌
さ
せ
た
モ
ン
ゴ
ル
』
一
五
五
―
一
五
九
頁
。

（
６
）H

erbert Franke, “Sino-W
estern C

ontacts under the M
ongol 

Em
pire,” Journal of the H

ong K
ong Branch of the Royal Asiatic 

Society6 (1966), p.69 

（
７
）Étienne Q

uatrem
ère, Raschid-Eldin: H

istoire des M
ongols de 

la Perse, Paris: Im
pr. R

oyale, 1836.

（
８
）Ilya B

erezin, “Sbornik letopiseĭ: Istoriya M
ongolov, 

sochinenie R
ashid ad-D

ina...,” Trudy Vostochnogo O
tdeleniia 

Im
peratorskogo Russkogo Arkheologicheskogo O

bshchestva 5, 7, 
13, 15, St. Petersburg, 1858, 1861, 1868, 1888.

（
９
）H

enry Yule, The Book of Ser M
arco Polo: The Venetian, 

C
oncerning the K

ingdom
s and M

arvels of the East,2 vols., 
London, John M

urray, 1871.

（
10
）Vasily B

artold, Turkestan dow
n to the M

ongol Invasion, 
London, Luzac &

 C
o, 1928.

（
11
）Paul Pelliot, N

otes on M
arco Polo,3 vols., Paris: Im

prim
erie 

nationale, 1959–1973.

（
12
）
杉
山
正
明『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』（
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
七
―
一
〇
頁
。

（
13
）
本
田
實
信『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
一
年
。

（
14
）
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
モ
ー
ガ
ン［
杉
山
正
明
・
大
島
淳
子
訳
］『
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
の
歴
史
』
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
。

（
15
）H

odong K
im

, “T
he U

nity of the M
ongol E

m
pire and 

C
ontinental E

xchanges over E
urasia,” Journal of C

entral 
Eurasian Studies1 (2009), pp. 15–18.

（
16
）
そ
の
一
例
と
し
て
、Thom

as A
llsen, C

om
m

odity and Exchange 
in the M

ongol Em
pire: A C

ultural H
istory of Islam

ic Textiles, 
N

ew
 York, C

am
bridge U

niversity Press, 1997.

（
17
）Thom

as A
llsen, C

ulture and C
onquest in M

ongol Eurasia, N
ew

 
York, C

am
bridge U

niversity Press, 2001.

（
18
）
杉
山『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』。

（
19
）K

im
, “The U

nity of the M
ongol Em

pire and C
ontinental 

Exchanges over Eurasia.”

（
20
）M

ichal B
iran, “The M

ongol Em
pire and the Inter-C

ivilizational 
E

xchange,” in B
. K

edar &
 M

. W
iesner-H

anks (eds), The 
C

am
bridge W

orld H
istory, vol. 5, Expanding W

ebs of Exchange 
and C

onflict, 500C
E–1500C

E, C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity 

Press, 2015, pp. 534–558.

（
21
）
通
史
と
し
て
は
、
杉
山
正
明『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
』
上
下
巻
、
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史
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講
談
社
、一
九
九
六
年
。
最
新
の
も
の
の
一
つ
と
し
て
、杉
山
正
明『
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
と
長
い
そ
の
後
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
22
）
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ニ
ン
グ［
南
塚
信
吾
・
渡
邊
昭
子
監
訳
］「
テ
ー
マ

と
分
析
―
―
一
九
六
五
―
一
九
九
〇
年
―
―
」『
世
界
史
を
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
す
る
―
―
地
球
大
の
歴
史
を
求
め
て
―
―
』（
彩
流
社
、二
〇
一
六
年
）

八
七
―
一
一
三
頁
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
マ
ニ
ン
グ「
地
域
研
究
」『
世

界
史
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る
』
一
九
三
―
二
一
六
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
冷
戦
崩
壊
以
降
、
歴
史
学
に
あ
ら
た
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
台
頭
し
た「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
お
よ
び
そ

れ
を
反
映
し
た
歴
史
叙
述
で
あ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
は

そ
れ
ら
二
つ
の
史
観
の
見
直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た（
リ
ン
・
ハ
ン

ト［
長
谷
川
貴
彦
訳
］「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
挑
戦
」『
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
の
歴
史
学
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
六
年
）
四
七
―
八
三
頁
）。

（
24
）
こ
れ
は
オ
ル
セ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
文
化
交
流
に
関
す
る
知

見
を
一
章
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る（Thom

as A
llsen, “M

ongols as 
Vectors for C

ultural Transm
ission,” in N

. di C
osm

o et al. (eds.), 
The C

am
bridge H

istory of Inner Asia: The C
hinggisid Age, 

C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 2009, pp. 135–154

）。

（
25
）宇
野
伸
浩
・
松
田
孝
一「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
と
展
開
」一
一
〇
頁
。

（
26
）
金
文
京『
漢
文
と
東
ア
ジ
ア
―
―
訓
読
の
文
化
圏
―
―
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁

（
27
）
彼
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が
刊
行
予
定
で
あ
る
。H

odong 
K

im
,“Isa K

elem
echi: A

 Translator, O
fficial, and Envoy betw

een 
Europe and A

sia” (translated and edited by W
onhee C

ho), in M
. 

B
iran et al. (eds.), Along the M

ongol Silk Roads: M
erchants, 

G
enerals, Religious Experts, O

akland, U
niversity of C

alifornia 
Press, forthcom

ing.

（
28
）
近
年
彼
の
伝
記
研
究
が
刊
行
さ
れ
た（Q

iao Yang, “From
 the W

est 
to the East, from

 the Sky to the Earth: A
 B

iography of Jam
āl al-

D
īn,” Asiatische Studien - Études Asiatiques 71/4 (2017), pp. 

1231–1245

）。

（
29
）
回
回
司
天
台
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
王
士
點
・
商
企
翁
編『
秘
書
監

志
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
巻
七「
司
天
監
」
一
一
五

―
一
三
三
頁
。
研
究
と
し
て
は
、
山
田
慶
兒『
授
時
暦
の
道
―
―
中
国

中
世
の
科
学
と
国
家
―
―
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
七
六
ー

一
七
四
頁
。

（
30
）
宋
濂
ほ
か
編『
元
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
六
年
）
巻
九
四「
食
貨

志
二 

額
外
課
」
二
四
〇
四
頁
。

（
31
）
元
・
明
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
天
文
学
に
つ
い
て
の
最
新
の

研
究
が
以
下
の
も
の
で
あ
る
。D

ror W
eil, “T

he Fourteenth-
C

entury Transform
ation in C

hina’s R
eception of A

rabo-Persian 
A

stronom
y,” in P. M

anning &
 A

. O
w

en (eds.), K
now

ledge in 
Translation: G

lobal Patterns of Scientific Exchange,1000–1800 
C

E, Pittsburgh, U
niversity of Pittsburgh Press, 2018, pp. 262–

274.

（
32
）
フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
仏
教
伝
来
時
代
の
天
文
学
の

移
入
に
つ
い
て
は
例
え
ば
以
下
の
諸
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。B

ill 
M

ak, “The Transm
ission of B

uddhist A
stral Science from

 India 
to East A

sia: The G
andhāran and C

entral A
sian C

onnection,” 
H

istoria Scientiarum
 24/2 (2015), pp. 59–75; Jeffrey K

otyk, 
The Sinicization of Indo-Iranian Astrology in M

edieval C
hina, 

Philadelphia, U
niversity of Pennsylvania, 2018. 

反
対
方
向
、
つ

ま
り
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
の
科
学
要
素
の
西
へ
の
伝
来
に
つ
い

て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
大
き
な
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影
響
を
見
る
説
も
近
年
登
場
し
て
い
る（C

hristopher B
eckw

ith, 
W

arriors of the C
loisters: The C

entral Asian O
rigins of Science 

in the M
edieval W

orld, Princeton, N
J: Princeton U

niversity Press, 
2012

）。

（
33
）
サ
ー
ド
・
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
西
洋
文
明
の
到
来
時
代
の
天
文

学
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
新
し
い
も
の
と
し
て
以
下

の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。C

atherine Jam
i, The Em

peror’s N
ew

 
M

athem
atics: W

estern Learning and Im
perial Authority in C

hina 
during the K

angxi Reign (1662–1722), O
xford: O

xford U
niversity 

Pres, 2012; idem
, “R

evisiting the C
alendar C

ase (1664–1669): 
Science, R

eligion, and Politics in Early Q
ing B

eijing,” K
orean 

Journal of H
istory of Science 27/2 (2015), pp. 459–477; Longfei 

C
hu, “From

 the Jesuits’ Treatises to the Im
perial C

om
pendium

: 
The A

ppropriation of the Tychonic System
 in Seventeenth and 

Eighteenth-C
entury C

hina,” Revue d’histoire des sciences70 
(2017), pp. 15–46.

（
34
）「
順
化（naturalization

）」
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
述
べ
る
。

（
35
）Yunli Shi, “Islam

ic A
stronom

y in the Service of Yuan and 
M

ing M
onarchs,” Suhayl13 (2014), p. 49; W

eil, “The Fourteenth-
C

entury Transform
ation in C

hina’s R
eception of A

rabo-Persian 
A

stronom
y,”pp. 266–268.

（
36
）
明
代
初
期
の
翻
訳
文
化
に
つ
い
て
は
近
年
博
士
論
文
が
出

た
。Johannes Lotze, Translation of Em

pire: M
ongol Legacy, 

Language Policy, and the Early M
ing W

orld O
rder, 1368- 1453, 

Ph. D
. D

issertation, The U
niversity of M

anchester, 2017.

（
37
）
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
翻
訳
運
動
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ミ
ト
リ
・
グ
タ
ス

の
著
作
が
山
本
啓
二
の
良
訳
で
も
っ
て
参
照
で
き
る
。
デ
ィ
ミ
ト
リ
・

グ
タ
ス［
山
本
啓
二
訳
］『
ギ
リ
シ
ア
思
想
と
ア
ラ
ビ
ア
文
化
―
―
初

期
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
の
翻
訳
運
動
―
―
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

（
38
）A

bdelham
id Sabra, “T

he A
ppropriation and Subsequent 

N
aturalization of G

reek Science in M
edieval Islam

: A
 Prelim

inary 
Statem

ent,” H
istory of Science25 (1987), pp. 223–243.

（
39
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス（
紀
元
前
三
八
四
―
紀
元
前
三
二
二
年
）
お
よ

び
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー（
八
七
〇
頃
―
九
五
〇
年
頃
）
に
次
ぐ
師
と
い

う
意
味
で
あ
る（Jam

il R
agep, N

aṣīr al-D
īn al-Ṭūsī’s M

em
oir on 

Astronom
y: al-Tadhkira fī ʿIlm

 al-H
ayʾa, N

ew
 York, Springer, 

vol. 1: p.3

）。

（
40
）
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
著
作
と
そ
の
人
生
お
よ
び
彼
と
関
わ
り
の
あ
っ

た
人
物
に
つ
い
て
は
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
ダ
ッ
レ
ス
・
ラ
ザ
ヴ
ィ
ー
の

古
典
的
業
績
が
い
ま
だ
に
最
も
包
括
的
な
も
の
と
し
て
価
値
を
持
っ

て
い
る（M

uḥam
m

ad M
udarris-R

aḍaw
ī, Aḥw

āl w
a Āthār-i N

aṣīr 
al-D

īn Ṭūsī, Tihrān, A
sāṭīr, 1991/92

）。
な
お
、
近
年
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

に
つ
い
て
の
専
論
で
あ
る
博
士
論
文
が
出
た（H

adi Joráti, Science 
and Society in M

edieval Islam
: N

aṣīr al-D
īn Ṭūsī and the Politics 

of Patronage, Ph. D
. D

issertation, Yale U
niversity, 2014

）。

（
41
）
竹
下
政
孝「
総
序
」
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編『
中
世
思
想
原

典
集
成
11
―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
―
―
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

一
七
―
二
二
頁
。

（
42
）G

eorge Lane, Early M
ongol Rule in Thirteenth-C

entury Iran: a 
Persian Renaissance. London, R

outledge, 2003, pp. 217–219.
（
43
）「
古
代
の
学
」
が
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
学
術
・
教
育
体
系
の
な
か
に

組
み
込
ま
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
も
の

を
参
照
さ
れ
た
い
。Sonja B

rentjes, “Teaching the M
athem

atical 
Sciences in Islam

ic Societies: Eighth-Seventeenth C
enturies,” 
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

in A
. K

arp &
 G

. Schubring (eds.), H
andbook on the H

istory of 
M

athem
atics Education, N

ew
 York, Springer, 2014, pp. 85–107.

（
44
）Ragep, Naṣīr al-D

īn al-Ṭūsī’s M
em

oir on Astronom
y, vol. 1: p. 4.

（
45
）
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の「
再
述
」
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
は
、
彼
の
生
前
に

書
写
さ
れ
た「
テ
ヘ
ラ
ン
写
本
集
成
」（Farīd Q

āsim
lū (ed.), M

ajm
ūʿ 

a-yi Rasāʾil-i Riyāḍī w
a N

ujūm
-i K

hw
āja N

aṣīr al-D
īn Ṭūsī, 

Tihrān, D
ānishgāh-i Ā

zād-i Islām
ī, 2010

）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
46
）「
再
述（taḥrīr

）」
の
動
詞
形
一
人
称
未
完
了uḥarriru

を
こ
の
よ
う

に
訳
し
て
い
る
。

（
47
）「
幾
何
学
の
諸
原
理（U

ṣūl al-handasa

）」
と
は
お
そ
ら
く
エ
ウ
ク

レ
イ
デ
ス『
原
論
』
を
指
す
。

（
48
）
原
語al-m

uqaddam
āt

を
補
助
定
理
と
訳
す
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下

の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鈴
木
孝
典「
ヒ
ュ
プ
シ
ク
レ
ー
ス
の『
十
二

宮
の
出
時
間
』
―
―
ギ
リ
シ
ア
天
文
学
に
対
す
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
数

理
天
文
学
の
影
響
―
―
」Studia classica1 (2010), p. 68.

（
49
）
テ
ヘ
ラ
ン
写
本
集
成
、
二
七
八
頁; Ḥ

usayn M
aʿṣūm

ī-H
am

adānī, 
“U

stād-i B
ashar,” in N

. Pourjavady &
 Ž. Vesel (eds.), N

asir 
al-D

in al-Tusi: Philosophe et savant du XIIIe siècle, Téhéran, 
Institut français de recherche en Iran/Presses universitaires d'Iran, 
2000, p. 21.

（
50
）N

athan Sidoli &
 Takanori K

usuba, “N
aṣīr al-D

īn al-Ṭūsī’s 
R

evision of Theodosius’s Spherics,” Suhayl8 (2008),  pp. 27–29.

（
51
）「
テ
ヘ
ラ
ン
写
本
集
成
」、
一
三
六
頁
。

（
52
）
こ
の
引
用
文
以
外
に
も
、
再
述
が
教
育
を
目
的
と
し
て
編
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

M
aʿṣūm

ī-H
am

adānī, “U
stād-i B

ashar,”p. 20; G
regg de Young, 

“The Tahrīr K
itāb U

sūl U
qlīdis of N

asīr al-D
īn al-Ṭūsī: Its 

Sources,” Zeitschrift für G
eschichte der arabisch-islam

ischen 
W

issenschaften18 (2008/09), p. 24.

（
53
）Sonja B

rentjes, “Teaching the M
athem

atical Sciences in 
Islam

ic Societies: Eighth-Seventeenth C
enturies,” in A

. K
arp &

 
G

. Schubring (eds.), H
andbook on the H

istory of M
athem

atics 
Education, N

ew
 York, Springer, 2014, pp. 102–103.

（
54
）Sonja B

rentjes, Teaching and Learning the Sciences in 
Islam

icate Societies (800–1700), Turnhout, B
repols Publishers, 

2018, pp. 227–237. 

（
55
）「
中
間
の
書
」
の
冒
頭
を
飾
る
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス『
デ
ド
メ
ナ
』
に

つ
い
て
、
初
期
の
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
校
訂
英
訳
注
が
、N

athan Sidoli 
&

 Yoichi Isahaya, Thābit ibn Q
urra’s Restoration of Euclid’s 

D
ata: Text, Translation, C

om
m

entary, C
ham

, Springer, 2018

で
あ

る
が
、
そ
の
注
釈
部
に
お
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の

再
述
テ
ク
ス
ト
と
の
比
較
が
為
さ
れ
て
い
る
。『
デ
ド
メ
ナ
』
の
再
述

テ
ク
ス
ト
の
専
論
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。N

athan Sidoli 
&

 Yoichi Isahaya, “N
aṣīr al-D

īn al-Ṭūsī’s C
om

m
ents on Euclid’s 

D
ata,” H

istoria M
athem

atica, preprint(https://doi.org/10.1016/
j.hm

.2019.02.004).

（
56
）
た
だ
し
、
こ
の
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
数
学
・
天
文
学
テ
ク
ス
ト

の
史
料
状
況
は
依
然
と
し
て
何
ら
か
の「
一
般
化（generalization

）」

を
許
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
ま
た
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

基
礎
教
本
に
関
し
て
も
、
分
野
や
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
イ
ラ
ン
地
域
に
お
け
る

幾
何
学
分
野
と
い
う
限
定
を
か
け
て
も
、
こ
こ
で
の
議
論
は
あ
く

ま
で
現
存
史
料
か
ら
の
暫
定
的
な
見
解
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た

い（B
rentjes, Teaching and Learning the Sciences in Islam

icate 
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Societies (800–1700), p. 111

）。

（
57
）Sonja B

rentjes, “Euclid’s Elem
ents, C

ourtly Patronage and 
Princely Education,” Iranian Studies 41/4 (2008), p. 462.

（
58
）「
天
文
諸
術（qaw

āʾid-i nujūm
-hā

）」。
す
ぐ
前
の「
占
星
術
を

彼
ら
の
術
で
も
っ
て
知
り（aḥkām

-i nujūm
ī bar qāʾida-yi īshān 

dānista

）」
に
お
け
る

aḥkām
-i nujūm

ī

は
占
星
術
を
意
味
す
る

単
語
で
あ
り（Toufic Fahd, “N

U
D

JŪ
M

 (A
Ḥ

K
Ā

M
 al-),” in 

Encyclopaedia of Islam
, N

ew
 Edition, vol. V

III, Leiden, B
rill, pp. 

105–108

）、
そ
こ
か
ら「
彼
ら
の
術（qāʾida-yi īshān

）」
が
彼
ら（
＝

キ
タ
イ
）
の
占
星
術
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、

そ
の
す
ぐ
下
に
現
れ
るqaw

āʾid-i nujūm
-hā

も
、
占
星
術
的
な
手
法

を
意
味
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
中
華
王
朝
下
で「
天
文
」
と
は
、

数
理
天
文
学
を
意
味
す
る「
暦
法
」
に
対
し
て
、
占
星
術
を
意
味
す
る

（
山
田『
授
時
暦
の
道
』
七
頁
）。
こ
こ
で
は
そ
の
用
例
を
取
り
、
複
数

形
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て「
天
文
諸
術
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
59
）「
先
生（sīnksīnk

）」。
こ
の
語
が
漢
語
の「
先
生
」
の
ペ
ル
シ
ア
語

転
写
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
が
あ
る
が（e.g., A

llsen, 
C

ulture and C
onquest in M

ongol Eurasia, p. 162

）、
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
期
に
発
給
さ
れ
た
漢
語
公
文
書
に
お
い
て
こ
の
語
は
特
に「
道
士
」

の
意
で
扱
わ
れ
る（
高
橋
文
治『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
道
教
文
書
の
研
究
』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
60
）「
天
文
学（ʿilm

-i nujūm

）」。
キ
タ
イ
の
賢
人
が
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

に
教
え
た
の
が
、「
彼
ら
の
暦
と
天
文（taw

ārīkh w
a nujūm

-hā-yi 
īshān

）」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
が
賢
人
に
教
授
し
た

も
の
に「
学（ʿilm

）」
の
文
字
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に

意
図
的
な
区
別
の
も
と
で
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
、
こ
こ
で
は「
天
文
学
」

と
訳
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
疑
似
科
学
と
見
な
さ
れ
て
い
る
占
星

術
も
、
前
近
代
に
お
い
て
は
天
文
学
に
対
す
る「
応
用
科
学
／
経
験
科

学
」
と
し
て
、
天
文
学
と
手
を
取
り
合
っ
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で

あ
り（
矢
野
道
雄『
星
占
い
の
文
化
交
流
史
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
四

年
）
ｉ
頁
）、
両
者
を
明
確
に
切
り
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も

ま
た
注
記
し
て
お
き
た
い
。

（
61
）
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン『
集
史
』
中
国
史
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写

本（R
ashīd al-D

īn Faḍl-A
llāh al-H

am
adānī, Jām

iʿ al-Taw
ārīkh, 

M
S. Istanbul, Topkapı Sarayı M

üzesi K
ütüphanesi, H

azine 
1653

）、
三
九
二
葉
表
。

（
62
）
宮
紀
子「
東
か
ら
西
へ
の
旅
人
：
常
徳
―
―
劉
郁『
西
使
記
』
よ
り

―
―
」
窪
田
順
平
編『
ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
域
の
歴
史
構
図
―
―
一
三
―

一
五
世
紀
の
東
西
―
―
』（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）

一
七
五
―
一
八
〇
頁（
の
ち
、「
フ
レ
グ
大
王
と
中
国
学
―
―
常
徳
の

旅
行
記
よ
り
―
―
」『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の「
知
」
の
東
西
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
下
巻
：
五
八
八
ー
五
九
四
頁
）。

（
63
）Yoichi Isahaya, “The Tārīkh-i Q

itā in the Zīj-i Īlkhānī: the Chinese 
C

alendar in Persian,” SC
IAM

VS14 (2013), pp. 149–258.

（
64
）
日
本
で
の
使
用
に
関
し
て
は
、
矢
野
道
雄
『
増
補
改
訂 

密
教
占
星

術
―
―
宿
曜
道
と
イ
ン
ド
占
星
術
―
―
』（
東
洋
書
院
、
二
〇
一
三
年
）

一
八
八
―
二
〇
三
頁
。
敦
煌
文
書
で
の
用
法
に
関
し
て
は
、Y

oichi 
Isahaya &

 Jyuh Fuh Lin, “Entangled R
epresentation of H

eaven: 
A

 C
hinese D

ivination Text from
 a Tenth-C

entury D
unhuang 

Fragm
ent (P. 4071),” H

istoria Scientiarum
26/3 (2017), pp. 153–

171.

（
65
）
古
代
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
と
中
国
の
数
学
の
比
較
の
試
み
と
し

て
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ロ
イ
ド［
斎
藤
憲
・
小
川
束
訳
］

「
古
代
世
界
に
お
け
る
数
学
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？ 

ギ
リ
シ
ャ
と
中
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国
の
視
点
」
エ
レ
ノ
ア
・
ロ
ブ
ソ
ン
／
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ス
テ
ッ
ド
オ
ー

ル［
斎
藤
憲
ら
監
訳
］『O

xford

数
学
史
』（
共
立
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

三
―
二
〇
頁
。

（
66
）「
共
約
不
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン［
中
山
茂
訳
］

『
科
学
革
命
の
構
造
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
。

（
67
）
こ
の
暦
法
は
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
や
語
源
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
68
）「
回
鶻
」
の
語
の
解
釈
に
つ
い
て
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
そ
れ
が
お
そ
ら
く
は
ム
ス
リ
ム
を
指
す

こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。
杉
山
正
明『
耶
律

楚
材
と
そ
の
時
代
』
白
帝
社
、
一
九
九
六
年
、
二
六
五
―
二
六
六
頁
。

（
69
）
趙
知
微
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
金
代
の
官
暦
で
あ
り
、
一
一
八
二

年
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
金
朝
の
滅
亡
ま
で
使
わ
れ
、
元
代
も『
授
時
暦
』

の
施
行
ま
で
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

（
70
）
こ
の
暦
法
自
体
は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
耶
律
楚
材
の
父
、
文
献

公
耶
律
履（
一
一
三
二
―
一
一
九
二
年
）
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
の
経
度
差

を
考
慮
に
入
れ
て
若
干
改
訂
し
た『
西
征
庚
午
元
曆
』
を
指
し
て
い

る
。
た
だ
し『
元
史
』
の
記
述
に
拠
る
限
り
、
こ
の
暦
法
は
概
ね
宋
代

の『
紀
元
暦
』
を
基
に
い
く
ら
か
補
正
を
施
し
た
程
度
の
も
の
で
あ
る

（『
元
史
』
巻
五
六「
暦
志
五 

庚
午
元
曆
」
一
二
五
六
―
一
三
四
四
頁; 

藪
内
清『
増
補
改
訂 

中
国
の
天
文
暦
法
』（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
）

一
三
八
頁
）。

（
71
）
宋
子
貞「
中
書
令
耶
律
公
神
道
碑
」『
國
朝
文
類
』（
四
部
叢
刊
初
編

縮
本
、
四
冊
、
台
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）
巻
五
七
、二
二
葉
。

（
72
）
例
え
ば
キ
タ
イ
暦
に
は
二
次
関
数
で
表
現
し
う
る
特
有
の
補

間
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が（Isahaya, “T

he Tārīkh-i Q
itā in 

the Zīj-i Īlkhānī,” pp. 202–206

）、
そ
れ
は
天
文
便
覧
の
他
の

部
分
に
現
れ
る
惑
星
運
行
の
補
間
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る

（Javad H
am

adanizadeh, “A
 Second-O

rder Interpolation Schem
e 

D
escribed in the Zīj-i Īlkhānī,” H

istoria M
athem

atica12 (1985), 
pp. 56–59

）。
翻
っ
て
、
キ
タ
イ
暦
の
記
述
に
は
先
述
の
よ
う
に
他
の

部
分
か
ら
取
っ
て
き
た
数
値
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
も
―
―
わ
ず

か
な
が
ら
―
―
存
在
す
る（Isahaya, “The Tārīkh-i Q

itā in the Zīj-i 
Īlkhānī,” pp. 199–202

）。

（
73
）
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
に
よ
る
イ
ル
・
ハ
ン
朝
翻
訳
計
画
と

そ
の
産
物
で
あ
る『
珍
貴
の
書
』
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
が
刊
行

予
定
で
あ
る
。Yoichi Isahaya, “Sino-Iranica in Pax M

ongolica: 
The Elusive Participation of Syriac-R

ite C
hristians in the Ilkhanid 

Translation Project,” in R
ong X

. &
 D

ang B
, (eds.), M

arco 
Polo and the Silk Road (10th–14th C

enturies), B
eijing, Peking 

U
niversity Press, forthcom

ing.

（
74
）「
宇
宙
構
造
論（ʿilm

-i hayʾat

）」。
構
造
論
と
は
そ
の
名
の
通
り「
世

界
の
構
造（hayʾat al-ʿālam

）」
を
詳
ら
か
に
す
る
た
め
の
学
問
で
あ

り
、
理
論
天
文
学（theoretical astronom

y

）
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
が（e.g., Francois C

harette, M
athem

atical Instrum
entation in 

Fourteenth-C
entury Egypt and Syria: the Illustrated Treatise of 

N
ajm

 al-D
īn al-M

īṣrī, Leiden, B
rill, 2003, p.7

）、
扱
わ
れ
る
内
容

は
多
く
の
場
合
天
文
学
に
留
ま
ら
ず
、
地
理
学
的
内
容
も
含
ま
れ
る

こ
と
が
多
い
。
構
造
論
の
含
む
内
容
は
時
代
・
場
所
・
個
人
に
よ
っ

て
異
同
が
あ
る
が
、
ラ
ー
ジ
ェ
プ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
な
か
で
特
に
自

然
学
の
公
理
に
よ
っ
て
極
限
ま
で
モ
デ
ル
を
簡
潔
に
す
る
こ
と
を
旨

と
し
た「
素
構
造（hayʾa basīṭa

）」
の
分
野
の
文
献
に
は
ア
ブ
ド
・
ア

ル
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
・
ハ
ラ
キ
ー（
一
〇
八
四
―
一
一
五
八
年
）
の
手

に
な
る『
理
解
の
極
み（M

untahā al-Idrāk

）』
に
範
を
取
っ
た
定
型
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天
文
学
か
ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
世
紀
―
一
四
世
紀
（
諫
早
）

構
成
が
あ
り
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
も
依
拠
し
て
い
る
そ
の
構
成
は
、
以

下
の
四
章
か
ら
な
る
。（
一
）
数
学
お
よ
び
自
然
学
の
基
礎
、（
二
）

天
の
構
造（hayʾat al-sam

āʾ

）、（
三
）
地
の
構
造（hayʾat al-arḍ

）、

（
四
）
天
地
の
距
離
と
大
き
さ（abʿād w

a ajrām

）（Jam
il R

agep, 
“The Persian C

ontext of the Ṭūsī C
ouple,” in N

. Pourjavady &
 Ž. 

Vesel (eds.), N
asir al-D

in al-Tusi: Philosophe et savant du XIIIe 
siècle, Téhéran, Institut français de recherche en Iran/Presses 
universitaires d'Iran, 2000, p. 116 n.8

）。

（
75
）
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン『
キ
タ
イ
の
科
学
と
技
芸
に
つ
い
て
の

イ
ル
・
ハ
ン
珍
貴
の
書
』
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写
本（R

ashīd al-D
īn Faḍl-

A
llāh al-H

am
adānī, Tānksūqnām

a-yi Īlkhān dar Funūn-i ʿU
lūm

-i 
K

hiṭāʾī, M
S. Istanbul, Süleym

aniye K
ütüphanesi, A

ya Sofya 
3596

）、
八
葉
裏
―
九
葉
表
。

（
76
）
元
朝
科
学
に
見
え
る
こ
の
種
の
限
界
を
科
学
以
外
の
文
脈
―
―
特

に
政
治
的
文
脈
―
―
か
ら
見
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
ネ
イ
サ
ン
・

ス
ィ
ヴ
ィ
ン
が
す
で
に
提
起
し
て
お
り
、
筆
者
も
大
い
に
触
発
さ
れ

た（N
athan Sivin, M

ethodology of the H
istory of Science, B

eijing, 
Peking U

niversity Press, 2011, pp. 189–191

）。
以
下
の
議
論
は
、

そ
れ
を
―
―
必
要
な
修
正
を
加
え
な
が
ら
―
―
史
料
レ
ヴ
ェ
ル
で
実
証

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

（
77
）
ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー『
イ
ル
・
ハ
ン
天

文
便
覧
』
パ
リ
写
本（N

aṣīr al-D
īn al-Ṭūsī, Zīj-i Īlkhānī, M

S. Paris, 
B

ibliothèque nationale de France, A
ncien fonds persan 163

）、
五

葉
裏
―
二
〇
葉
表
。

（
78
）
以
降
の
諸
暦
の
解
説
に
つ
い
て
は
、Benno van D

alen, “TA’R
ĪK

H
: 

I. 2. Era C
hronology in A

stronom
ical H

andbooks,” Encyclopaedia 
of Islam

, N
ew

 Edition, Leiden, B
rill, vol. 10: pp. 264–271

を
参
照

し
て
い
る
。

（
79
）
こ
れ
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
や
シ
リ
ア
教
会
で
用
い
ら
れ
て
い
た
、

セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
の
治
世（
紀
元
前
三
一
二
―
紀
元
前
二
八
一
年
）
に

暦
元
が
あ
る
太
陽
暦
で
、
テ
ィ
シ
ュ
リ
ー
ン
第
一
月（
西
暦
一
〇
月
）

か
ら
始
ま
る
。

（
80
）
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
メ
ッ
カ
へ
の
聖
遷
の
年

（
西
暦
六
二
二
年
）
に
始
ま
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
宗
教
暦
で
あ
り
、
一

切
の
閏
を
伴
わ
な
い
純
粋
太
陰
暦
で
あ
る
。

（
81
）
サ
サ
ン
朝
最
後
の
皇
帝
と
な
っ
た
ヤ
ズ
デ
ギ
ル
ド
三
世
が
即
位
し

た
年（
西
暦
六
三
二
年
）
に
始
ま
る
暦
で
、
三
〇
日
か
ら
な
る
一
二
の

月
と
、
五
日
の
余
剰
日
の
三
六
五
日
を
一
年
と
し
て
い
る
。

（
82
）
十
一
世
紀
後
半
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
君
主
マ
リ
ク
シ
ャ
ー（
治
世

一
〇
七
二
―
一
〇
九
二
年
）
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
太
陽
暦
で
あ
り
、

ノ
ウ
ル
ー
ズ
／
新
年
を
春
分
に
固
定
し
て
い
る
。

（
83
）
月
の
運
行
に
基
づ
き
な
が
ら
も
太
陽
の
巡
り
に
併
せ
て
閏
月
を
挿

入
す
る
太
陰
太
陽
暦
で
あ
り
、
テ
ィ
シ
ュ
レ
ー
月（
西
暦
九
／
一
〇
月
）

よ
り
始
ま
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
宗
教
儀
礼
は
こ
の
暦
に
基
づ
く
。

（
84
）
キ
タ
イ
暦
―
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
換
算
表
に
つ
い
て
は
、
須
賀
隆
・
諫
早

庸
一「『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
に
見
え
る
中
国
暦
・
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
換

算
表
の
再
構
―
―
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
東
西
天
文
学
交
流
の
再
考
―
―
」

相
馬
充
・
谷
川
清
隆
編『
第
五
回「
歴
史
的
記
録
と
現
代
科
学
」
研
究

会
集
録
』（
国
立
天
文
台
、
二
〇
一
九
年
）
二
五
二
―
二
七
七
頁
に
て

分
析
し
た
。

（
85
）『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
一
四
葉
裏
―
一
五
裏
。

（
86
）『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
一
八
葉
裏
―
二
〇
葉
表
。

（
87
）『
イ
ル
・
ハ
ン
天
文
便
覧
』
五
葉
表
。

（
88
）
中
華
王
朝
に
お
け
る
暦
法
と
統
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
例
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え
ば
、
川
原
秀
城「「
正
朔
を
頒
つ
」 

―
―
皇
帝
に
よ
る
暦
の
管
理
―

―
」
佐
藤
次
高
・
福
井
憲
彦
編『
と
き
の
地
域
史
』（
山
川
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）
三
一
七
―
三
五
一
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
89
）
杉
山『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
長
い
そ
の
後
』
二
〇
一
頁; 

宮『
モ
ン
ゴ

ル
時
代
の「
知
」
の
東
西
』
下
巻
、
五
八
二
頁
。

（
90
）B

rian B
aum

ann, “B
y the Pow

er of E
ternal H

eaven: T
he 

M
eaning of Tenggeri to the G

overnm
ent of the Pre-B

uddhist 
M

ongols,” Extrêm
e-O

rient Extrêm
e-O

ccident35 (2013), p. 
270; Johan Elverskog, “The M

ongols, A
strology and Eurasian 

H
istory,” The M

edieval H
istory Journal 19/1 (2016), p. 5.

（
91
）
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
宗
教
政
策
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
博

士
論
文
が
最
新
の
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。W

onhee C
ho, B

eyond 
Tolerance: The M

ongols’ Religious Policies in Yuan-D
ynasty 

C
hina and Il-K

hanate Iran, 1200–1368, Yale U
niversity, Ph.D

. 
D

issertation, 2014)

。
特
に
仏
教
に
関
し
て
は
以
下
の
も
の
が
参
照

で
き
る
。C

hristopher A
tw

ood, “B
uddhists as N

atives: C
hanging 

Positions in the R
eligious Ecology of the M

ongol Yuan D
ynasty,” 

in Th. Jülch (ed.), The M
iddle K

ingdom
 and the D

harm
a W

heel: 
Aspects of the Relationship betw

een the Buddhist Saṃ
gha and the 

State in C
hinese H

istory, Leiden, B
rill, 2016, pp. 278–321.

（
92
）A

llsen, C
ulture and C

onquest in M
ongol Eurasia, p. 205; 

M
ichal B

iran, “Introduction: N
om

adic C
ulture,” in R

. A
m

itai 
&

 M
. B

iran
(eds.), N

om
ads as Agents of C

ultural C
hange: The 

M
ongols and Their Eurasian Predecessors, H

onolulu, U
niversity 

of H
aw

ai’i Press, 2015, p. 5.

（
93
）
高
田
英
樹
訳『
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
／
ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
ロ
・
ダ
・
ピ
ー

サ
　
世
界
の
記
―
―「
東
方
見
聞
録
」
対
校
訳
―
―
』（
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
四
四
―
二
四
六
頁
。

（
94
）
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン『
集
史
』
モ
ン
ゴ
ル
史（R

ashīd al-
D

īn Faḍl-A
llāh al-H

am
adānī, M

. R
aw

shan &
 M

. M
ūsaw

ī (eds.), 
Jām

īʿ al-Taw
ārīkh, Tihrān: N

ashr-i A
lburz, 1373/1984

）
二
巻
：

一
〇
〇
六
―
一
〇
〇
七
頁
。

（
95
）
フ
レ
グ
が
仏
教
徒
の
占
星
術
師
た
ち
を
も
引
き
連
れ
て
い
た
こ
と

に
対
し
て
は
、
同
時
代
の
ア
ル
メ
ニ
ア
語
史
料
に
証
言
が
あ
る（
北
川

誠
一「
中
世
イ
ラ
ン
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
仏
教
観
」
秋
月
観
暎
編『
道

教
と
宗
教
文
化
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
四
四
三
頁
）。

（
96
）
た
だ
し
、
近
年
の
科
学
史
研
究
の
成
果
は「
近
代
科
学
」
を
、
数
学

的
思
考
を
基
盤
と
し
、
真
実
と
合
理
性
と
い
う
根
源
的
な
価
値
観
を

具
現
化
し
た
も
の
見
な
し
て
い
た
従
来
の
見
解
を
覆
し
て
い
る
。
近

年
の
研
究
は「
近
代
科
学
」
と
し
て
そ
の
統
一
性
が
主
張
さ
れ
て
き
た

も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
ロ
ー
カ
ル
な
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る（
カ
ピ
ル
・
ラ
ジ［
水
谷
智
ら
訳
］『
近
代
科
学

の
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
―
南
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
知
の

循
環
と
構
築
―
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）。

（
97
）『
元
史
』
巻
九
〇「
百
官
志
六 

司
天
監
」
二
二
九
七
頁; 

山
田『
授
時

暦
の
道
』
三
七
―
三
八
頁
。

（
98
）『
元
史
』巻
七「
世
祖
紀
四
」一
三
六
頁; 

山
田『
授
時
暦
の
道
』五
八
頁
。

（
99
）『
秘
書
監
志
』
巻
一「
職
制
」
二
一
頁; 

山
田『
授
時
暦
の
道
』
六
〇
頁
。

（
100
）『
秘
書
監
志
』
巻
七「
司
天
監
」
一
一
六
頁; A

llsen, C
ulture and 

C
onquest in M

ongol Eurasia, pp. 167–168.
（
101
）『
秘
書
監
志
』
巻
七「
司
天
監
」
一
二
六
頁; Yang, “From

 the W
est 

to the East, from
 the Sky to the Earth,” p. 1236.

（
102
）
山
田『
授
時
暦
の
道
』
一
七
八
―
一
七
九
頁
。

（
103
）
改
暦
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
田『
授
時
暦
の
道
』; N

athan Sivin, 
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天
文
学
か
ら
見
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
三
世
紀
―
一
四
世
紀
（
諫
早
）

G
ranting the Seasons: The C

hinese Astronom
ical Reform

 of 
1280, W

ith a Study of Its M
any D

im
ensions and an Annotated 

Translation of Its Record, N
ew

 York, Springer, 2009.

（
104
）Yang, “From

 the W
est to the East, from

 the Sky to the Earth,” 
pp. 1236–1237.

（
105
）
藪
内『
増
補
改
訂 
中
国
の
天
文
暦
法
』
一
四
五
頁
。

（
106
）K

ailung H
o, “T

he Political Pow
er and the M

ongolian 
Translation of the C

hinese C
alendar during the Yuan D

ynasty,” 
C

entral Asiatic Journal 50/1 (2006), pp. 57–69.

（
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rian B
aum

ann, D
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atics 
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anual of M
ongolian Astrology and 

D
ivination, Leiden, B

rill, 2008, pp. 94–97.

（
108
）Louis B

azin, Les systèm
es chronologiques dans le m

onde turc 
ancien, B

udapest, A
kadém

iai K
iadó, 1991.

（
109
）
例
え
ば
、
杉
山「
モ
ン
ゴ
ル
命
令
文
研
究
導
論
―
―
真
定
路
元
氏
県

開
化
寺
聖
旨
碑
の
呈
示
を
か
ね
て
―
―
」『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ

ル
ス
』
三
七
二
―
四
〇
二
頁
、
な
ど
を
参
照
。

（
110
）C

harles M
elville, “The C

hinese-U
ighur A

nim
al C

alendar in 
Persian H

istoriography of the M
ongol Period,” Iran: Journal of 

the British Institute of Persian Studies32 (1994), pp. 83–98; 
諫

早
庸
一「
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
に
お
け
る
十
二
支
の
年
始
変
容
に
つ

い
て
―
―
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
十
二
支
考
―
―
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史
林
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九
一
巻
三
号
、

二
〇
〇
八
年
、
四
二
―
七
三
頁
。

（
111
）
宮
紀
子『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
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ん
だ
世
界
図
』（
日
本
経
済
新
聞
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
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八
九
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二
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（
112
）
宮『
モ
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ゴ
ル
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代
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の
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京
古
籍
出
版
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一
九
八
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年
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紀
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一
二
頁; H

o, “The Political Pow
er and the M

ongolian 
Translation of the C

hinese C
alendar during the Yuan D

ynasty,” p. 
63.

（
114
）
し
か
し
、
分
野
に
よ
っ
て
は
状
況
が
異
な
る
。
例
え
ば
地
図
作

成
に
際
し
て
は
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
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デ
ィ
ー
ン
が
漢
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お
よ
び
西
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材
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統
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て
い
る
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が
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ら
れ
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yunhee 
Park, M

apping the C
hinese and Islam

ic W
orlds: C

ross-C
ultural 

Exchange in Pre-M
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bridge, C
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伝
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八
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元
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三
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五
頁; Jean-C

laude M
artzloff, Le calendrier chinois: 

structure et calcus (104 av. J.-C
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2009, p. 197.

（
116
）B

enno van D
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n C
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old-

Sam
plonius et al. (eds.), From

 C
hina to Paris: 2000 Years 

Transm
ission of M

athem
atical Ideas, Stuttgart, Franz Steiner 

Verlag, 2002, pp. 336–339.
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